
二
百
年
後
に
伝
え
た
い

「
特
集
・
地
域
学
へ
の
旅
」（
２
～
７
ペ
ー
ジ
）

写真：かたくり館  館長  八柳 茂  さん

毎月 2回　1日・16 日発行
http://www.city.semboku.akita.jp/









ち
い
き
の

わ
だ
い

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

桜
の
苗
を
植
樹

い
こ
い
の
森
林
再
生
事
業

11月3日

旧角館スキー場跡地 秋の叙勲平成 26 年度
第
３
回
農
村
で
楽
し
む
仙
北
は
♡
あ
ー
と
展
開
催

秋
の
農
山
村
で
の
ん
び
り
と

11月8日・9日

仙北市内

草 彅  稔   氏
（78 歳　角館町）

瑞宝双光章

【教育功労】
　昭和 37 年、旧西仙北町立大沢郷西小学校へ
奉職以来、平成８年旧協和町立協和中学校長
を退職されるまで 35 年間、学校教育・社会教
育に多大なご功績を残されました。

平成 26 年度秋の叙勲を受章した草彅
稔氏をご紹介します。地域社会へ貢献
されたご功績に敬意を表し、お喜び申
し上げます。

　

市
民
の
医
療
と
健
康
を
考
え
る
会
（
主
催

仙
北
市
医
療
協
議
会
）
が
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
を
テ
ー
マ
に
、
11
月
８
日

に
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ 

ク
リ
オ
ン

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
市
立
角
館
総

合
病
院
の
診
療
部
長
・
整
形
外
科
科
長
の
蝦

名
寿
仁
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
幾
つ
に
な
っ

て
も
自
分
の
足
で
歩
く
こ
と
を
目
指
し
た
ロ

コ
モ
の
予
防
に
つ
い
て
、
時
に
は
ロ
コ
モ
体

操
も
交
え
な
が
ら
の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

腰
痛
や
関
節
痛
な
ど
皆
さ
ん
が
抱
え
て
い

る
悩
み
だ
け
に
、
会
場
に
は
多
く
の
方
々
が

集
ま
り
、
蝦
名
先
生
の
楽
し
く
わ
か
り
や
す

い
健
康
づ
く
り
の
話
に
興
味
深
く
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

中
川
小
学
校
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰

み
ん
な
で
取
り
組
ん
だ
歯
の
健
康
維
持
活
動

11月6日

石川県

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
と
対
策
を
講
演

市
民
公
開
講
座　

第
３
回
「
市
民
の
医
療
と
健
康
を
考
え
る
会
」

11月8日

クリオン

草
別
春
徳
さ
ん
が
全
国
表
彰
を
受
賞

第
64
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
福
井
大
会

8月21日～23日

福井県　

８
月
21
日
か
ら
23
日
、
第
64
回
全
国
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
福
井
大
会
が
開
催

さ
れ
、
草
別
春
徳
さ
ん
（
角
館
町
）
が
全
国

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

草
別
さ
ん
は
旧
角
館
南
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

を
は
じ
め
、
秋
田
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
副
会
長
、
東
北
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
で
は
、
調
査
広
報
委
員
長
を
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

11
月
８
、９
日
の
両
日
、
市
内
の
農
家
民

宿
８
軒
で
、「
第
３
回
農
村
で
楽
し
む
仙
北

は
♡
あ
ー
と
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
仙
北
市
農
山
村
体
験
推

進
協
議
会
（
門
脇
富
士
美
会
長
）
が
主
催
し
、

普
段
な
か
な
か
訪
れ
る
こ
と
の
な
い
農
家
民

宿
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
見
立
て
た
会
場
で
、
県
内
外
の
工
芸

作
家
の
作
品
を
展
示
販
売
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
陶
器
や
小
物
、
手
芸
品
、
手
作
り

お
菓
子
な
ど
24
店
舗
が
出
店
し
、
２
日
間
で

約
５
５
０
人
が
来
場
す
る
な
ど
、
多
く
の
家

族
連
れ
で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
、
石
川
県
で
行
わ
れ
た
第
64
回

全
国
学
校
保
健
研
究
大
会
で
、
中
川
小
学
校

に
文
部
科
学
大
臣
か
ら
、
学
校
保
健
の
部
で

表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
奥
秀
輝
校
長
が
報
告
の

た
め
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

中
川
小
学
校
で
は
児
童
の
歯
の
健
康
維
持

に
学
校
、
学
校
歯
科
医
、
保
護
者
が
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
以
前
は
平
均

６
本
だ
っ
た
虫
歯
が
現
在
は
０
・
２
本
ま
で

減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
今

回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

講
師
に
森
ま
ゆ
み
氏

第
54
回
文
化
講
演
会

11月4日

角館樺細工伝承館　

11
月
４
日
、
角
館
図
書
館
講
演
会（
髙
橋

雄
七
会
長
）
が
主
催
す
る
第
54
回
文
化
講
演

会
が
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
に
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
森
ま

ゆ
み
氏
を
迎
え
、
森
氏
は
、
明
治
44
年
に
平

塚
ら
い
て
う
を
中
心
に
女
性
た
ち
の
手
で
発

刊
さ
れ
た
雑
誌
『
青
鞜
』
の
編
集
や
携
わ
っ

た
人
々
、
時
代
背
景
な
ど
を
紹
介
。
ま
た
、

「
出
身
の
谷
根
千
地
域
（
東
京
）
を
時
間
が

ゆ
っ
く
り
過
ぎ
る
ま
ち
、
お
金
が
な
く
て
も

助
け
合
え
る
ま
ち
に
し
よ
う
と
呼
び
か
け
て

き
た
。
ま
た
、
都
会
に
も
空
の
広
い
景
観
の

良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は

守
っ
て
い
き
た
い
」
と
自
身
の
活
動
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。

「青鞜の冒険　女が集まって雑誌をつくるということ」
で今年の紫式部文学賞を受賞した森まゆみ氏。

　

11
月
３
日
、
旧
角
館
ス
キ
ー

場
跡
地
で
桜
の
植
樹
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
花
葉
館
・
植
栽
グ
ル
ー

プ
が
主
催
し
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
事
業
で
、
公
益
社
団
法
人

国
土
緑
化
推
進
機
構
「
い
こ
い

の
森
林
再
生
事
業
」
の
承
認
を

受
け
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
参

加
者
は
説
明
を
聞
い
た
後
、
桜

の
木
の
苗
を
受
け
取
り
丁
寧
に

植
樹
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

火
の
取
扱
に
は
ご
注
意
を

秋
の
火
災
予
防
運
動　

駆
け
付
け
訓
練

11月3日～9日

仙北市内　

11
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の

「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
初
日
、

仙
北
市
管
内
３
か
所
で
駆
け
付

け
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
訓
練
は
、
火
災
の
発
生
時
、

迅
速
に
災
害
現
場
に
駆
け
付
け

る
た
め
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
寒
く
な

り
火
災
の
発
生
が
増
え
る
時
期

に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
火
災
予
防
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

　

11
月
16
日
号
地
域
の
話
題

に
お
名
前
の
間
違
い
が
あ
り

ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正

し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

３
ペ
ー
ジ

「
第
52
回
秋
田
県
老
人
ク
ラ

ブ
」
記
事
中
、

角
館
地
区
老
連
監
事

【
誤
】
岩
城
恒
雄
さ
ん

【
正
】
岩
城
常
雄
さ
ん

５
ペ
ー
ジ

「
第
10
回
産
業
祭
農
産
物
品
評

会
」
記
事
中
、

仙
北
市
長
賞　

ほ
う
れ
ん
草

【
誤
】
佐
藤
信　

さ
ん

【
正
】
佐
藤
信
行
さ
ん

奥校長（左）と熊谷教育長（右）。学校保健の
部表彰は全国の小中学校で 18 校。「学校、学校
歯科医、保護者との協力の成果」と話す奥校長。

地域の高校教育活動の振興に大きく貢献され
た草別さん。

わかりやすく楽しく講話する市立角館総合病院　診
療部長・整形外科科長の蝦名寿仁先生。

素早く迅速に行動。写真は角館地区の駆け付け訓練。

お菓子や工芸品を楽しみながら、農家民宿に滞在してい
ました。

参
加
者
が
苗
を
一
本
一
本
丁
寧

に
植
樹
し
て
い
き
ま
し
た
。

ちいきのわだい
仙北市のできごとをおとどけ
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「
税
に
関
す
る
習
字
」展
示

仙
北
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主
催

10月31日～11月3日

タカヤナギワンダーモール　

仙
北
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
市
内
小

学
校
か
ら
募
集
し
た
「
税
に
関
す
る
習
字
」

作
品
が
、
10
月
31
日
か
ら
11
月
4
日
ま
で
タ

カ
ヤ
ナ
ギ
ワ
ン
ダ
ー
モ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
石
川
大
雅
さ
ん
（
神
代
小

6
年
）
の
作
品
と
戸
澤
明
寿
さ
ん
（
角
館
小

3
年
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。〈
敬
称
略
〉

金
賞　

佐
々
木
祐
奈（
中
川
小
２
年
）、
赤

倉
光
咲（
西
明
寺
小
３
年
）、佐
々
木
美
祐（
中

川
小
５
年
）　

銀
賞　

佐
藤
桜
月（
白
岩
小

２
年
）、
佐
藤
鈴
音
（
西
明
寺
小
４
年
）、
木

村
虎
太
郎
（
角
館
小
５
年
）　

銅
賞　

村
田

藍（
生
保
内
小
１
年
）、
浅
利
華
那（
桧
木
内

小
４
年
）、
髙
橋
匠
一（
中
川
小
６
年
）

団
体
、
個
人
で
熱
戦

第
10
回
仙
北
市
卓
球
大
会

11月9日

角館中学校体育館　

11
月
9
日
、
第
10
回
仙
北
市
卓
球
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
角
館
中
学
校
体

育
館
に
集
ま
っ
た
約
３
０
０
人
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

各
種
目
1
位
〈
敬
称
略
〉

団
体
戦　

卓
楽
会

個
人
戦　

一
般
男
子
１
部 

茂
木
勇
哉（
Ａ
Ｆ

Ｃ
Ｔ
Ｔ
）　

一
般
男
子
２
部 

中
村
和
彦（
仙
北

市
役
所
）　

一
般
男
子
３
部 

田
口
達
生
（
田
沢

湖
ク
ラ
ブ
）　

一
般
女
子
１
部 

大
和
田
凜（
角

館
中
）　

一
般
女
子
２
部 

小
林
真
澄（
Ａ
Ｆ
Ｃ

Ｔ
Ｔ
女
子
部
）　

一
般
女
子
３
部 

三
浦
貴
美

力作揃いの受賞作品を、大勢の皆さんが鑑賞
しました。

参
加
最
高
齢
の
山
田
勝
利
さ
ん
（
77
歳･

西
木

町
）の
選
手
宣
誓
で
大
会
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４
の
県
民
参

加
事
業
「
秋
田
ゆ
か
り
の
映
画
祭
」
が
県
南

会
場
（
角
館
高
校
体
育
館
）
で
、
10
月
18
日

（
土
）、
19
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

18
日（
土
）は
、「
ハ
チ
公
物
語
」（
１
９
８
７

年
）、「
思
え
ば
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ
」

（
１
９
８
０
年
）
が
上
映
さ
れ
、シ
ネ
マ
ト
ー

ク
で
は
、
佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事
と
俳
優

の
柳
葉
敏
郎
さ
ん
が
、「
ハ
チ
公
物
語
」
撮

影
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

19
日（
日
）は
、「
そ
よ
か
ぜ
」（
１
９
４
５
年
）、

「
君
は
裸
足
の
神
を
見
た
か
」（
１
９
８
６

年
）
が
上
映
さ
れ
、
シ
ネ
マ
ト
ー
ク
に
は
、

脚
本
を
書
い
た
西
村
宣
之
さ
ん
と
出
演
の

児
玉
玄
さ
ん
が
登
場
し
、
角
館
で
の
ロ
ケ

の
思
い
出
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　
「
思
え
ば
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ
」
の
終
了

後
に
、
60
代
の
女
性
か
ら
声
を
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
30
年
位
前
に
亡
く
な
っ
た
母
親

が
エ
キ
ス
ト
ラ
で
出
演
し
て
い
た
の
で
、

かくのだてフィルムコミッション
（仙北市観光課内）
☎４３-３３５２
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

楽
し
み
に
し
て
来
た
と
の
こ
と
。
以
前
テ

レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
時
は
、
映
画
サ
イ
ズ

の
両
端
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
て
映
っ
て
い

な
か
っ
た
が
、
会
場
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、

し
っ
か
り
と
亡
く
な
っ
た
母
親
の
姿
が

映
っ
て
い
て
、
感
激
し
て
涙
が
止
ま
ら
な

か
っ
た
と
の
こ
と
。「
上
映
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
と
の
言
葉
に
、
こ
の
映
画
祭

を
開
催
し
て
よ
か
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
は
、
撮

影
に
関
わ
っ
た
映
像
を
市
民
に
届
け
る
の

も
役
割
だ
と
再
認
識
し
た
映
画
祭
で
し
た
。

　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
立
さ
れ

る
以
前
か
ら
角
館
で
は
、
ま
ち
ぐ
る
み
で

映
画
撮
影
の
協
力
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
が
現
在
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

活
動
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、

こ
の
活
動
を
未
来
に
繋
げ
て
い
く
為
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

坂
本  

洋
）角館高校体育館に映写機を設置し、４本の映画を上映。

保
健
・
健
康
の
掲
示
板

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

B
ulletin board

え
が
お
サ
ロ
ン

語
っ
て
、
笑
っ
て
、
ホ
ッ

と
一
息

　

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
飲
ん
で

語
っ
て
ホ
ッ
と
し
て
、
の
ん
び
り

と
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
隣
近

所
誘
っ
て
、
時
間
内
の
都
合
の

よ
い
時
に
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

◆
日
時
／
12
月
３
日 

水 

、
１
月

７
日 

水 

13
時
～
16
時

◆
内
容
／
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
体
を

動
か
す
。笑
い
ヨ
ガ
。血
圧
測
定
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
語
る
時
間

※
12
月
３
日
14
時
30
分
か
ら
防
災
の
話

が
あ
り
ま
す
。

◆
費
用
／
１
０
０
円
／
回

◆
場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
交
流
プ
ラ
ザ

◆
主
催
／
え
く
ぼ
の
会
（
代
表
小

松
龍
子
）

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課
成
人

保
健
係 

☎
（
55
）
１
１
１
２

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

え
く
ぼ
の
会

だ
れ
か
に
話
を
す
る
と

安
心
す
る

　

心
に
溜
ま
っ
た
こ
と
や
、
気
に

な
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。『
え
く
ぼ
の
会
』

会
員
が
お
話
を
聴
き
、
ゆ
っ
く
り

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
相
談

あ
な
た
の
話
を
聴
い
て

く
れ
る
人
が
い
る

　

「
辛
い
、
苦
し
い
、
不
安
、
眠

れ
な
い
、
心
の
病
気
を
知
り
た
い
」

な
ど
や
、
家
族
の
こ
と
、
あ
な
た

の
こ
と
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い

で
臨
床
心
理
士
に
話
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
ほ
か
の
人
を
気
に
し
な

い
で
相
談
で
き
る
部
屋
を
準
備
し

て
い
ま
す
。

◆
場
所
・
日
時
／

◎
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　

12
月
９
日 

火 

・
24
日 

水 

◎
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
小
部
屋

（
角
館
）　

12
月
17
日 

水

◎
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
相

談
室　

12
月
２
日 

火 

、
１
月

６
日 

火

◆
ス
タ
ッ
フ
／
臨
床
心
理
士

◆
相
談
方
法
／
面
談
（
要
予
約
）

◆
申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健

課
成
人
保
健
係

　

☎
（
55
）
１
１
１
２

『
メ
タ
ボ
予
防
教
室
』
を

開
催
し
ま
す

　

健
診
や
ド
ッ
ク
の
結
果
で
、「
体

重
・
腹
囲
が
ま
た
増
え
て
し
ま
っ

た
」「
メ
タ
ボ
と
言
わ
れ
た
け
ど
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
と
思
っ

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

内
臓
脂
肪
が
増
え
る
と
、
生
活

習
慣
病
と
な
り
、
将
来
脳
梗
塞
や

心
筋
梗
塞
な
ど
命
に
関
わ
る
病
気

の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

今
の
体
重
の
５
～
10
％
減
ら
す

だ
け
で
、
血
液
デ
ー
タ
に
改
善
が

み
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

気
に
な
っ
た
今
が
チ
ャ
ン
ス
で

す
！
自
分
に
合
っ
た
運
動
方
法
や

食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
一
緒
に
学
び

ま
し
ょ
う
！

◆
対
象
／
①
と
②
に
該
当
す
る
方

①
40
歳
か
ら
65
歳

②
特
定
健
診
や
ド
ッ
ク
の
結
果
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上
の
方
、
ま
た

は
年
々
体
重
が
増
え
て
い
る
方

※
治
療
中
の
方
は
医
師
に
ご
相
談
の

上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
角
館
）、
西
木
保
健
セ
ン
タ
ー

※
田
沢
湖
地
区
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
内
容
／
勉
強
会
、
講
演
会
、
栄

養
教
室
、
運
動
教
室
等

◆
実
施
期
間
／
12
月
か
ら
３
月　

合
計
11
回

◎
初
回
勉
強
会　

角
館 

12
月
17
日 

水 　

西
木 

12
月
25
日 

木 

◆
料
金
／
無
料

笑
い
の
会

笑
い
ヨ
ガ
で
仲
間
と
の
交
流

プ
ラ
ス
健
康
度
ア
ッ
プ
！

　

笑
い
は
、
手
軽
に
で
き
る
呼
吸

法
で
、
お
な
か
や
胸
の
筋
肉
を
動

か
し
て
酸
素
を
体
内
に
取
り
込
む

こ
と
で
、
血
行
促
進
や
免
疫
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。『
笑

い
の
会
』
に
参
加
し
て
笑
い
の
効

果
を
実
感
し
ま
し
ょ
う
。
申
し
込

み
は
い
り
ま
せ
ん
。

◆
日
程
／

　

12
月
19
日 

金 

・
１
月
16
日 

金 

《
講
師
》
笑
い
ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー 

伊
藤
晴
美 

先
生

◆
内
容
／
笑
い
ヨ
ガ
・
ゲ
ー
ム
・

軽
体
操
・
健
康
講
話
な
ど

◆
場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
角
館
）

◆
受
付
／
９
時
40
分
～
10
時

　

終
了
時
間
（
予
定
）
11
時
30
分

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課
成
人

保
健
係 

☎
（
55
）
１
１
１
２

※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
17
日 

水

　

10
時
～
14
時

◆
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
相

談
室

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課
成
人

保
健
係 

☎
（
55
）
１
１
１
２

あ
な
た
や
ご
家
族
の
健
診
結
果
は

い
か
が
で
し
た
か
？

医
師
講
話
会
の
ご
案
内

　

健
診
の
結
果
を
生
活
習
慣
の
改
善
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
く
た
め
に
医
師
講
話
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
健
診
の
結
果
か
ら
自
分
の
健

康
状
態
を
知
り
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
生
活
習

慣
改
善
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
申
込
・
問
合
せ
／
お
電
話
で
前
日
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

仙
北
市
保
健
課　

☎
（
55
）
１
１
１
２

演　題
講　師

健康な生活を送るための講話『生活習慣病の恐怖』
市立田沢湖病院　若木 真季 先生

地　区
日にち

角館

12月 4日 木

西木

12月 9日 火

田沢湖

12月 16日 火

場　所 角館交流センター 西木保健センター 健康増進センター

時　間 14：00 ～15：30（受付 13：30 ～）

持ち物 筆記用具、必要な方はメガネ

◆
申
込
／
12
月
12
日 

金 

ま
で
に

保
健
課
ま
で
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
後
日
担
当

よ
り
、
日
程
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健

課
成
人
保
健
係

　

☎
（
55
）
１
１
１
２

子（
田
沢
湖
ク
ラ
ブ
）　

中
学
１
年
男
子 

佐
藤

瑞
輝
（
角
館
中
）　
中
学
２
年
男
子 

佐
々
木
巧

（
角
館
中
）　
中
学
１
年
女
子 

加
藤
こ
ゆ
き（
角

館
中
）　
中
学
２
年
女
子 

加
藤
南
美（
角
館
中
）

小
学
生 

木
村
虎
太
郎（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
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就学前児童の保護者の皆さまへ
子ども・子育て支援新制度が始まります

（平成27年度～）

認定こども園を設置予定です（平成27年度～）

　幼児期の質の高い教育・保育の提供や、地域子育て支援事業の拡充を図るため

の新制度が来年 4 月から全国一斉に始まります。仙北市でもこれを契機として、

子どもの目線を大事にした子育て支援策を推進するとともに、サービスを安定的

に提供できる体制や仕組みへと再構築を進めます。

～子どもたちが、笑顔で成長していくために

　各家庭が、育てる喜びを感じられるために～

認定こども園とは

　幼稚園と保育園の特長をあわせ持ち、地域の子育て支

援も行う機能を持った施設です。

　満 3 歳以上の子どもにとっては、保護者の就労の状

況によらず、みんなが一緒に教育・保育を受けることが

できます。

　職員は、幼稚園教諭免許と保育士資格の両方を（5 年

以内に）有し、日々教育・保育の質の維持向上に努めます。

設置予定施設について

　平成 27 年 4 月に、「生保内幼稚園・保育園」を

認定こども園『（仮）だしのこ園』に、「神代幼稚園・

保育園」を認定こども園『（仮）神代こども園』に、

それぞれ移行する予定です。

　当面、2 園を拠点として、質の高い教育保育のノ

ウハウを他園にも活用していきながら、その他の園

についても認定こども園への移行を検討します。

主に変わること

市立保育園・幼稚園の法人化（案）
サ
ー
ビ
ス

市立保育園・幼稚園の状況（保育園 9 園・幼稚園 3 園） 

法人化の方法

法人化の時期と対象となる保育園・幼稚園

法人化の受け皿となる法人

移譲と引き継ぎ

保育士・教諭の処遇

法人化後の市の責任

利
用
手
続
き

教育・保育を一体的に提供す

る認定こども園を、平成 27

年度に「（仮）だしのこ園」と「（仮）

神代こども園」として設置予定です。

放課後児童クラブの

利用対象学年を、現

在の小学 3 年生までから 6

年生までに拡大予定です。

幼稚園・保育園・認定こ

ども園に関する窓口を、

福祉部門（現在の子育て推進

課）へ一本化する予定です。

➊

➋ ➌

子どもの年齢と利用希望施設にあわせた保育認定を受けることが必要となります。

子どもの年齢 利用希望施設 保育認定区分 ※1

満３歳以上

◎ 幼稚園
◎ 認定こども園
　（現在の生保内・神代幼稚園）

１号 保育を要しない

◎ 保育園
◎ 認定こども園
　（現在の生保内・神代保育園）

２号

保育を要する
満３歳未満 ３号

施設利用の手続きの流れ（平成 27 年度における仙北

市立施設の場合）

１２月
市（園でも取次ぎ可）に「保育認

定申請書・施設利用申込書」を

提出します。

２月
市から「入園決定通知」と「保

育認定証」を受けます。

保育料について

　国の基準に基づき幼稚園も含めて保護者

の所得に応じた保育料となり、算定方法も

「所得税」から「市町村民税」の課税状況

に基づく算定へ変更となります。具体的な

保育料（案）については、「平成 27 年度の

施設利用申込案内書類」に掲載しています。

　また、秋田県すこやか子育て支援事業（保

育料助成）についても、見直しが行われる

予定です。

　なお、所定の手続きを経て３月に正式決

定することになります。

※ご注意　新制度の適用を受けない私立幼稚園（かくのだて幼稚園）については、サービス内容、保育料とも今までと変わりません。

　保育園・幼稚園を直営で運営する仙北市では、職員の

高齢化、臨時職員の増加、施設の老朽化などさまざまな

課題を抱えています。

▼《田沢湖地域》生保内保育園　生保内幼稚園　神代保

育園　神代幼稚園　※田沢幼稚園　 ▼《角館地域》角館

保育園　角館西保育園　中川保育園　白岩小百合保育園

▼《西木地域》にこにこ保育園　ひのきない保育園　

※かみひのきない保育園　※田沢幼稚園は来年度園児募集な

し。かみひのきない保育園は休園中。

「民設民営型」への移行（新たな社会福祉法人への移譲）

▼土地：無償譲渡か無償貸付　 ▼施設：無償譲渡　 ▼物

品等：無償譲渡

試行的に平成 28 年度（平成 28 年 4 月）からの法人化

を目指します。対象は、平成 27 年度から「認定こども園」

としてスタートする「（仮）だしのこ園」、「（仮）神代こ

ども園」の 2 園とします。その他の園については、施設

の規模、老朽化の状況等を検討し段階的に法人化を推進

していく予定です。

市主導により新たな社会福祉法人を設立します（平成

27 年度内）。設立から運営支援まで市が責任を持って関

与していきます。そのため市は来年度から社会福祉法人

設立準備室を設置し、設立時財政支援、運営支援（職員

派遣・財政支援）を行います。

平成 28 年 4 月 1 日付けで移譲、運営開始になります。

引き継ぎは運営しながら行います。（おおむね 1 年間を

予定しています。）

➊ 新たな社会福祉法人による円滑な運営を支援するた

め、引き継ぎ期間とその後も市職員の保育士・教諭・

栄養士・技術員を派遣することを検討します。

❷ 市直営の保育園・幼稚園の臨時職員については、新た

な社会福祉法人の正職員化の機会を創出します。（新

法人による職員採用試験あり）

法人化後も市の責任は変わりません。

➊ 市の支援（事務担当職員と保育士等の派遣、財政支援）

❷ 保育園の入所に関する判定と保育料の決定、幼稚園

授業料の決定

❸ 保護者・新法人・市の三者による話し合いの場の設

置と苦情解決の体制

❹ 移譲後の保育内容の確認等

　これらを解決するため、また、多様化・高度化する子

育てのニーズに対し、柔軟で迅速な対応をするためにも、

官と民の役割分担を見直し、市はグランドデザインを描

き、保育サービスは民間の専門法人が展開するカタチを

作り、市と法人が強力に連携しながら子ども・子育て支

援の環境づくりを進めるため法人化を推進するものです。

○新制度、認定こども園に関すること

　子育て推進課 ☎43-2280　教育指導課 ☎43-3382

○法人化に関すること　

　総務課（事務事業移転室） ☎43-1111

　＜お問い合わせ＞

就学前施設運営の法人化を進めます（平成28年度～）

1 2 3

※
１ 

保
育
認
定
の
基
準
に
つ
い
て
は
14

ペ
ー
ジ
下
欄
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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認
定
こ
ど
も
園

 

・

保
育
園
・

幼
稚
園

施
設
利
用
申
込
み
の
ご
案
内

平成27年度

（予定）

仙北市立認定こども園
幼稚園と保育園の特徴をあわせ持った施設です。

４月から設置することを目指しています。

園名 ( 仮称 ) 定員 入園対象

だしのこ園
田沢湖生保内字武蔵野117-263

（現在の生保内幼稚園・保育園）

２１０人

【教育時間利用】

満３歳～就学前の児童

月～金曜日の 8:30 ～ 15:30

（土日祝日・長期休業を除く）

※保育時間前後等の預かり保育事業
も実施します。

【保育時間利用】

０歳～就学前の児童
( 産休明け満８週経過後 )

月 ～ 土 曜 日 の 7:30 ～ 18:30

までの保育を必要とする時

間（日曜日・祝日・年末年始

（12/29-1/3）を除く）

神代こども園
田沢湖神代字珍重屋敷89-3

（現在の神代幼稚園・保育園）

１８５人

施設利用の申込方法

申込期間 １２月１日月  ▼  ２４日水

施設利用案内・申込

書類配布場所

各園、子育て推進課、田沢湖・

角館地域センター、各出張所

問合せ 子育て推進課 ☎ 43-2280

保育料

認定こども園・保育園ともに保護者の市町村民税の課税状況、施

設の利用時間、児童の年齢などによって算出されます。（詳細は、

「施設利用申込案内」に記載しています。）

保育認定の基準（2・3号認定）

保育時間利用の認定こども園や認可保育園を利用するには、次のいずれかに該当

することが必要です。

■就労　

■妊娠、出産　

■保護者の疾病、障害

■同居者の介護等　

■災害復旧　

■求職活動　

■就学　

■虐待や DV の恐れがある

■育児休業取得中に既に保

育を利用している子ども

がいて継続利用が必要

■その他、上記に類すると

認められる場合

私立幼稚園
教育を目的とする３歳から就学前の児童が対象となります。

施設名 定員 入園対象

かくのだて幼稚園
角館町西勝楽町 25

８０人 ３歳～

※満３歳になったら随時受付しています。

■現在、入園願書受付中

■３歳未満の乳幼児について、随時受付していますので

直接園にお問い合わせください。

施設名 定員 入園対象

さくらるーむ
（かくのだて幼稚園内）

角館町西勝楽町 25

若干名 ０歳～

■問合せ　学校法人 真栄学園 かくのだて幼稚園

　　　　　☎ 53-2110　FAX 49-8040

　　　　　ホームページアドレス

　　　　　 http://www.kakuyou.ed.jp/
仙北市立幼稚園

田沢幼稚園は来年度の入園希望園児がいないことか

ら、休園することとし、園児募集は行いません。

仙北市立認可保育園
保育を必要とする０歳（産休明け満８週経過後）から就学

前までの児童が対象となります。

施設名 定員 入園対象

角館保育園
角館町中菅沢 91-1

２１４人 ０歳～

白岩小百合保育園
角館町白岩上西野 93-1

６０人 ０歳～

角館西保育園
角館町雲然田中 437-2

６０人 １歳～

中川保育園
角館町川原羽黒堂 324-1

４５人 １歳～

にこにこ保育園
西木町門屋字六本杉 2-1

９０人 ０歳～

ひのきない保育園
西木町桧木内字高屋 137

５０人 ０歳～

３歳以上の子ども
平成２１年４月２日～平成２４年４月１日生まれ

現行制度の
私立幼稚園

施設利用手続きの流れ

認定こども園
（教育時間利用＝旧幼稚園）

入園申込を
します
仙北市内では『かく

のだて幼稚園』にな

ります。入園申込み

については、直接園

にお問い合わせく

ださい。

『保育認定申請
書（1号）・施設利
用 申 込 書 』 を
提出します
利用したい園に直接申込

みをします。

『保育認定申請書（2・3号）・施設利用
申込書』を提出します
新規入園希望は子育て推進課、田沢湖・角館地域センター、

各出張所へ、既に入園している児童については直接園に申

込みをします。

園より入園許可書の通

知、市より支給認定証の

交付を受けます。

面接や聴き取り等により、保育の利用時間を決定します。

また、定員の空き状況に応じて、利用調整をします。

支給認定証の交付と入所承諾書の通知

３歳未満の子ども
平成２４年４月２日以降生まれ

認定こども園
（保育時間利用＝旧保育園）

認可保育園
（保育時間利用）

▼ ▼ ▼ ▼

▼

▼

▼

※年度当初の支給認定は審査等に時間を要するため、支給認定証の交付は２月頃になる予定です。
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新
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
わ
せ
、
平

成
27
年
度
か
ら
５
年
間
に
わ
た
る
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
素
案
を
と
り

ま
と
め
ま
し
た
。
年
度
内
策
定
に
向
け

て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
意
見
公
募
を
実

施
し
ま
す
。

●
意
見
の
募
集
期
間
／
12
月
１
日 

月 

～
１
月
５
日 

月 

●
公
表
す
る
資
料
／
仙
北
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
素
案
）

●
資
料
の
公
開
場
所
／
西
木
庁
舎
（
子

育
て
推
進
課
）、
田
沢
湖
・
角
館
庁

舎
（
地
域
セ
ン
タ
ー
）、
各
出
張
所
、

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
意
見
の
募
集
対
象
者
／
市
内
に
住
所

を
有
す
る
方
、
市
内
の
事
業
所
に
勤

務
す
る
方
、
市
内
の
就
学
前
施
設
・

小
学
校
に
通
う
児
童
の
保
護
者

●
意
見
の
提
出
方
法
／
所
定
の
意
見
書

様
式
に
よ
り
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
等
を
明
記
の
上
、
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
持

参
の
場
合
は
、
前
述
の
資
料
公
開
場

所
へ
提
出
）

●
意
見
書
様
式
／
専
用
の
様
式
を
、
資

料
の
公
開
場
所
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

仙
北
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画（
素
案
）に
関
す
る

意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
行
い
ま
す

　

平
成
27
・
28
年
度
に
、
仙
北
市
が
発

注
す
る
建
設
工
事
、
物
品
の
販
売
お
よ

び
役
務
の
提
供
等
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
係
る
競
争
入
札
（
随
意

契
約
を
含
む
）
に
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、
次
に
よ
り
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
規
模
修
繕
等
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
は
重
複
し
て
登
録
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
／
12
月
15
日
～
平
成
29
年

３
月
31
日
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
除
く
）

●
登
録
区
分
／
①
建
設
工
事　

②
物
品

の
販
売
・
役
務
の
提
供
等　

③
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

●
提
出
書
類
／
下
記
参
照

●
提
出
方
法
／

①
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
る
提
出
（
入

札
参
加
資
格
申
請
書
の
受
領
書
が
必

要
な
場
合
は
、受
領
書
様
式
（
任
意
）

を
添
付
す
る
こ
と
。
ま
た
、
郵
送
の

場
合
は
返
信
用
の
切

手
お
よ
び
封
筒
も
同

封
す
る
こ
と
）

②
書
類
一
式
を
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
（
①
建

設
工
事
は
赤
色
、
②
物
品
等
の
販
売

ま
た
は
製
造
・
役
務
の
提
供
は
緑
色
、

③
測
量
設
計
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
は
灰
色
）
に
と
じ
、
表
紙
お
よ

び
背
表
紙
に
商
号
ま
た
は
名
称
を
記

載
し
て
提
出
す
る
こ
と

●
有
効
期
間
／
受
付
日
か
ら
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で

●
注
意
事
項
／

①
様
式
の
記
載
に
当
た
っ
て
は
、
申
請

日
現
在
の
事
実
ま
た
は
事
項
を
記
載

す
る
こ
と

②
各
部
門
の
登
録
毎
に
書
類
一
式
を
提

出
す
る
こ
と

●
提
出
・
問
合
せ
先
／

　

〒
０
１
４-

１
２
９
８　

仙
北
市
田

沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30
番
地

　

入
札
契
約
室
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

☎
（
43
）
１
１
１
９

平
成
27
・
28
年
度
仙
北
市
競
争
入
札
に

参
加
希
望
の
個
人
・
企
業
の
方
へ

資
格
審
査
申
込
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

●提出書類／①建設工事、②物品の販売・役務の提供等、③測量・建設コンサルタント等

① ② ③ 提出書類

○ ○ ○ 仙北市様式による一式　※１

○ ○ ○ 委任状（支店・営業所等に契約権限を委任する場合のみ添付すること）

○ ○ ○ 財務諸表類（直前１年間）（申請者が個人の場合はこれに類する書類）

○ ○ ○ 登記簿謄本またはその写し（申請者が法人の場合）　※２

○ ○ ○ 印鑑証明書またはその写し　※２

○ ○ ○

滞納がないことの証明書（完納証明書）またはその写し　※２
　● 法人：市区町村税の証明書（委任している場合は委任先のもの）
　　　　　 税務署からの証明書（その３の３）    e-Tax ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ (www.e-tax.nta.go.jp)　※３
　● 個人：市区町村税の証明書
　　　　　 税務署からの証明書（その３の２）    e-Tax ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ (www.e-tax.nta.go.jp)　※３

○ 代理店・特約店証明書の写し（ある場合のみ添付すること）

○ 一般建設業及び特定建設業に係る許可証の写し（建設業法第３条に基づくもの）

○ 経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書の写し

※１　仙北市ホームページ「入札・契約」内、各種様式等を参照。
※２　証明書は提出時の直前３か月以内に発行されたものとし、写しを提出する場合は、記載事項が鮮明かつ原寸大のものに限ります。
※３　３３ページのおしらせナビ「納税証明書のオンライン請求がとっても便利になりました」をご覧ください。

●
意
見
の
取
扱
い
／
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
等
は
、
計
画
の
審
議
機
関
で
あ

る
「
仙
北
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

で
公
開
し
、
策
定
に
向
け
た
議
論
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。な
お
、

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
提
出
・
問
合
せ
先
／

　

〒
０
１
４-

０
５
９
２　

仙
北
市
西

木
町
上
荒
井
字
古
堀
田
47

　

子
育
て
推
進
課
（
西
木
庁
舎
）

　

☎
（
43
）
２
２
８
０  

FAX
（
47
）
２
１
１
６

E-m
ail  fukushi@

city.sem
boku.

akita.jp

　

角
館
町
平
福
記
念
美
術
館
は
、

年
末
年
始
と
展
示
替
休
館
日
を
除

い
て
開
館
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

12
月
か
ら
３
月
の
冬
期
間
、
毎
週

月
曜
日
を
休
館
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

ご
来
館
さ
れ
る
皆
様
に
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
６
日 

土 

か
ら
１
月

29
日 

木 

ま
で
、『
第
37
回
児
童
生

徒
県
南
美
術
展
』
を
開
催
し
ま
す
。

角
館
町
平
福
記
念
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

仙
北
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
、

前
回
の
平
成
19
年
度
の
見
直
し
か
ら
６

年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、「
農
業
振

興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
平
成
26
年
度
か
ら
27
年
度
に
か

け
て
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直

し
（
定
期
見
直
し
）
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
５
年
の
間
に
農
地
へ
の
住
宅
建

今
後
５
年
の
間
に
農
地
へ
の
住
宅
建
築
や
事
業
を
計
画
し
て
い
る
方
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

築
や
事
業
を
計
画
し
て
い
る
方
は
、
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
通
常
の
農
業
振
興
地
域

か
ら
の
除
外
お
よ
び
編
入
手
続
き
は
、

定
期
見
直
し
終
了
ま
で
行
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
見
直
し
時
に
申
請
さ
れ
た
場

合
は
、
定
期
見
直
し
終
了
予
定
の
平
成

28
年
４
月
末
で
の
農
業
振
興
地
域
か
ら

の
除
外
・
編
入
が
終
了
と
な
り
ま
す
。

●
定
期
見
直
し
に
関
す
る
申
請
受
付
期
間
／

12
月
26
日 

金 

ま
で

●
問
合
せ
／
農
山
村
活
性
課  

農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
担
当（
西
木
庁
舎
）

☎
（
43
）
２
２
０
６

毎
年
恒
例
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品

展
で
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
１

月
12
日
は
祝
日
で
す
が
、
月
曜
日

の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。）

　

な
お
、
１
月
１
日 

木
・
祝 

は
例

年
通
り
『
新
年
お
め
で
と
う
』
と

し
て
特
別
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
角
館
町
平
福
記
念
美

術
館
☎
（
54
）
３
８
８
８

03

●総務課　☎ 43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159
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こ
れ
ま
で
公
的
年
金
（
遺
族
年

金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、
労

災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど
）
を
受

給
す
る
方
は
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成

26
年
12
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児

童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
方
は
、

そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
子
育
て
推
進
課
へ
の
申

請
が
必
要
で
す
。

●
今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
手

当
を
受
け
取
れ
る
場
合
／

◎
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖

父
母
等
が
、
低
額
の
老
齢
年
金

を
受
給
し
て
い
る
場
合

◎
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低

額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受

給
し
て
い
る
場
合

◎
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が

死
亡
し
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の

遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し

て
い
る
場
合　

な
ど

●
新
た
に
手
当
を
受
給
す
る
た
め

の
手
続
き
／
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
す
る
た
め
に
は
申
請
が
必

「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

《
家
族
介
護
慰
労
事
業
》

●
対
象
／
次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

◎
仙
北
市
に
住
所
を
有
し
、
要
介
護
者
と

住
所
・
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
方

◎
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

◎
申
請
前
月
か
ら
遡
る
１
年
間
、
要
介

護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ
、か
つ
、

介
護
給
付
等
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

（
介
護
給
付
は
年
間
７
日
以
内
の
短

期
入
所
、
年
間
90
日
以
内
の
入
院
を

除
き
ま
す
）

●
支
給
額
／
年
額
10
万
円
（
２
人
以
上

の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
場
合
も

同
額
で
す
）

《
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
》

●
対
象
／
次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

◎
仙
北
市
に
住
所
を
有
す
る
方

◎
介
護
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
が
要
介

護
認
定
で
要
介
護
４
ま
た
は
５
で
あ

る
こ
と

◎
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

●
支
給
券
／
１
人
月
額
４
１
５
０
円
の

介
護
用
品
券

●
支
給
方
法
／
指
定
薬
局
に
て
次
の
介

護
用
品
６
品
目
か
ら
希
望
の
も
の
と

引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

（
紙
お
む
つ
・
尿
と
り
パ
ッ
ト
・
使
い

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

在
宅
介
護
生
活
を
支
援
し
ま
す

　

年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物

や
お
祝
い
事
を
す
る
機
会
の
多

い
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
政
治
家

が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や

物
を
贈
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や
贈

り
物
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
①
か
ら
④
ま
で
お
よ
び

⑥
の
項
目
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ

る
と
、
公
民
権
停
止
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ

て
、
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま

し
ょ
う
。

①
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者

に
な
ろ
う
と
す
る
者
、
現
に

公
職
に
あ
る
者
）
は
、
寄
附

を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

②
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧

誘
・
要
求
の
禁
止

　

有
権
者
が
威
迫
し
て
、
あ
る

い
は
政
治
家
を
陥
れ
る
目

的
で
寄
附
を
求
め
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。

仙
北
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
、
有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附

の
禁
止

　

政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員

で
あ
る
団
体
が
、
政
治
家
の

氏
名
を
表
示
し
て
選
挙
に

関
し
寄
附
を
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

④
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　

後
援
団
体
が
、
花
輪
、
香
典
、

祝
儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

⑤
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
の

禁
止

　

政
治
家
は
、
年
賀
状
等
の
あ

い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が

禁
じ
ら
れ
ま
す
。

⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有

料
広
告
の
禁
止

　

政
治
家
や
後
援
団
体
が
、
有

料
の
あ
い
さ
つ
広
告
を
出

す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎

（
43
）
１
１
５
０

06

要
で
す
。
事
前
に
子
育
て
推
進

課
へ
連
絡
願
い
ま
す
。

●
支
給
開
始
日
／

◎
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支

給
開
始
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
た
こ
と
に
よ
る
児
童
扶
養

手
当
が
受
給
で
き
な
か
っ
た
方

の
う
ち
、
平
成
26
年
12
月
１
日

に
支
給
要
件
を
み
た
し
て
い
る

方
が
、
平
成
27
年
３
月
ま
で
に

申
請
し
た
場
合
は
、
平
成
26
年

12
月
分
の
手
当
か
ら
支
給
で
き

ま
す
。

◎
平
成
26
年
12
月
か
ら
平
成
27
年

３
月
分
の
手
当
は
、
平
成
27
年

４
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

仙
北
市
で
は
、
今
回
の
改
正
で

新
た
に
支
給
対
象
と
な
る
方
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
に
手
続
き
の

ご
案
内
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
お
早
め
に
子
育
て
推
進
課
に

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
忘
れ

ず
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
子
育
て
推
進
課
（
西
木

庁
舎
）
☎
（
43
）
２
２
８
０

捨
て
手
袋
・
清
拭
剤
・
ド
ラ
イ
シ
ャ

ン
プ
ー
・
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）

《
共
通
事
項
》

●
申
請
方
法
／
次
の
３
つ
を
揃
え
て
各
窓

口
（
地
域
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
各
申
請
書
（
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

◎
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

◎
世
帯
全
員
の
市
県
民
税
非
課
税
証
明
書

（
発
行
手
数
料
は
無
料
に
な
り
ま
す
）

●
問
合
せ
／
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
西

木
庁
舎
）
☎
（
43
）
２
２
８
３

●総務課　☎ 43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

19 18Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく
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財政状況の公表について
　仙北市財政状況の作成及び公表に関する条例（平成 17 年条例第 43 号）第 2 条の規定に基づき、平成 26 年 4 月 1 日
から平成 26 年 9 月 30 日までの期間における仙北市の財政状況を次のとおり公表します。

●歳入歳出予算の執行状況
◎一般会計　歳入

款 当初予算額 補正予算額 予算現計 収入済額（上期） 収入率

市税 25億4739万9千円 25億4739万9千円 16億259万5千円 62.9％

地方譲与税 2億1000万円 2億1000万円 6040万9千円 28.8％

利子割交付金 300万円 300万円 150万5千円 50.2％

配当割交付金 1千円 1千円 90万7千円 90,700％

株式等譲渡所得割交付金 1千円 1千円

地方消費税交付金 2億9000万円 2億9000万円 1億8192万5千円 62.7％

自動車取得税交付金 1800万円 1800万円 1218万9千円 67.7％

地方特例交付金 500万円 500万円 613万4千円 122.7％

地方交付税 90億円 1億5636万3千円 91億5636万3千円 65億5369万4千円 71.6％

交通安全対策特別交付金 300万円 300万円 187万1千円 62.4％

分担金及び負担金 1億1435万5千円 1億1435万5千円 5091万4千円 44.5％

使用料及び手数料 2億6302万6千円 232万8千円 2億6535万4千円 1億3966万7千円 52.6％

国庫支出金 19億1917万1千円 2186万3千円 19億4103万4千円 6億7583万1千円 34.8％

県支出金 11億6449万5千円 2799万7千円 11億9249万2千円 2億1173万2千円 17.8％

財産収入 2256万7千円 2256万7千円 2071万4千円 91.8％

寄附金 2千円 2千円 103万円 51,500％

繰入金 7億7602万4千円 1億1750万円 8億9352万4千円

繰越金 1億4872万1千円 2億1890万6千円 3億6762万7千円 3億6762万7千円 100％

諸収入 7億3834万5千円 341万7千円 7億4176万2千円 1億7587万7千円 23.7％

市債 15億1120万円 3950万円 15億5070万円

歳入合計 187億3430万7千円 5億8787万4千円 193億2218万1千円 100億6462万1千円 52.1％

◎一般会計　歳出
款 当初予算額 補正予算額 予算現計 支出済額（上期） 支出率

議会費 1億8960万3千円 1億8960万3千円 8363万4千円 44.1％

総務費 20億7911万円 5462万9千円 21億3373万9千円 3億2894万2千円 15.4％

民生費 50億1681万6千円 2804万3千円 50億4485万9千円 18億4749万4千円 36.6％

衛生費 23億5923万円 714万円 23億6637万円 7億5274万4千円 31.8％

労働費 9831万7千円 856万円 1億687万7千円 6346万6千円 59.4％

農林水産業費 9億314万2千円 4350万8千円 9億4665万円 1億5397万9千円 16.3％

商工費 8億1332万5千円 1億550万5千円 9億1883万円 4億7279万8千円 51.5％

土木費 20億2590万6千円 2億8910万2千円 23億1500万8千円 4億960万円 17.7％

消防費 7億446万円 159万円 7億605万円 4億1761万5千円 59.1％

教育費 15億7584万8千円 6301万5千円 16億3886万3千円 3億5888万5千円 21.9％

災害復旧費 1億1739万9千円 90万8千円 1億1830万7千円 4649万3千円 39.3％

公債費 28億561万8千円 28億561万8千円 14億4134万8千円 51.4％

諸支出金 1千円 1千円

予備費 4553万2千円 △1412万6千円 3140万6千円

歳出合計 187億3430万7千円 5億8787万4千円 193億2218万1千円 63億7699万8千円 33.0％

※歳入歳出とも継続費および繰越明許費を含む。　※歳出予算現計は、予備費充用後の額である。（以下同じ。）

●特別会計
会計名 予算現計 収入済額（上期） 支出済額（上期） 収入支出差引額

集中管理特別会計 42億7690万円 1万7千円 21億1371万9千円 △21億1370万2千円

下水道事業特別会計 13億6953万5千円 5889万8千円 3億352万2千円 △2億4462万4千円

集落排水事業特別会計 3億6297万8千円 2855万1千円 1億4999万5千円 △1億2144万4千円

浄化槽事業特別会計 1億3100万円 1657万5千円 4275万1千円 △2617万6千円

国保特別会計 ( 事業勘定 ) 35億7776万2千円 14億6909万3千円 16億635万3千円 △1億3726万円

国保特別会計 ( 田診勘定 ) 2960万円 497万5千円 528万円 △30万5千円

国保特別会計 ( 神診勘定 ) 1億760万円 2521万1千円 2146万9千円 374万2千円

後期高齢者医療特別会計 2億9540万円 8846万9千円 8653万8千円 193万1千円

介護保険特別会計 4億6360万円 1億8633万1千円 8485万1千円 1億148万円

生保内財産区特別会計 8104万1千円 6926万9千円 4369万3千円 2557万6千円

田沢財産区特別会計 3206万6千円 1322万8千円 357万9千円 964万9千円

雲沢財産区特別会計 670万円 81万6千円 5万5千円 76万1千円

簡易水道事業特別会計 7億8510万円 2654万8千円 1億8453万円 △1億5798万2千円

特別会計合計 115億1928万2千円 19億8798万1千円 46億4633万5千円 △26億5835万4千円

●地方債の状況
会計名 前期末現在高 期中増減高（上期借入額） 期中増減高（上期償還額） 期末現在高

一般会計 223億2509万3千円 12億9165万4千円 210億3343万9千円

下水道事業特別会計 54億6464万6千円 2億1505万1千円 52億4959万5千円

集落排水事業特別会計 28億3658万4千円 1億267万4千円 27億3391万円

浄化槽事業特別会計 3億9154万9千円 632万2千円 3億8522万7千円

国保特別会計 ( 神診勘定 ) 8540万8千円 315万5千円 8225万3千円

介護保険特別会計 3億3248万7千円 1806万円 3億1442万7千円

簡易水道事業特別会計 14億8552万3千円 3962万6千円 14億4589万7千円

合計 329億2129万円 16億7654万2千円 312億4474万8千円

●公営事業の経理の概況
会計名 区分 予算現計 収入済額 収入率 区分 予算現計 支出済額 執行率

病院事業
会計

収益的収入 51億8357万8千円 24億6283万4千円 47.5％ 収益的支出 73億780万8千円 44億2330万6千円 60.5％

資本的収入 39億8807万円 3億7544万6千円 9.4％ 資本的支出 41億159万9千円 4億4757万円 10.9％

温泉事業
会計

収益的収入 3729万4千円 2067万4千円 55.4％ 収益的支出 4234万9千円 1701万4千円 40.2％

資本的収入 1910万円 資本的支出 2922万5千円 674万5千円 23.1％

水道事業
会計

収益的収入 4億1224万9千円 1億9116万5千円 46.4％ 収益的支出 4億1954万円 1億7636万円 42.0％

資本的収入 9971万7千円 資本的支出 1億9127万9千円 4782万4千円 25.0％

●住民の負担の状況
区分 市民税（個人） 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税

調定額（現年課税分） 7億912万3千円 13億3213万2千円 7123万3千円 6億8138万2千円

納税義務者数 1万2028人 1万4022人 9651人 4590人

単位当たりの税負担額 5万8956円 9万5003円 7381円 14万8449円

●一時借入金の現在高
会計名 限度額 期末借入現在高

一般会計 50億円

下水道事業特別会計 5億円

集落排水事業特別会計 5000万円

浄化槽事業特別会計 6000万円

国保特会 ( 事業勘定 ) 1億3000万円

国保特会 ( 田診勘定 ) 1000万円

国保特会 ( 神診勘定 ) 2000万円

簡易水道事業特別会計 1億円

合計 58億7000万円

●財産の状況
区分 前期末現在高 期中増減高（上期） 期末現在高

土地（宅地） 382万5782㎡ 3万1417㎡ 385万7199㎡

土地（山林） 3638万5828㎡ 3638 万5828㎡

土地（その他） 3190万2661㎡ △72㎡ 3190 万2589㎡

建物 19万7847㎡ △382㎡ 19 万7465㎡

有価証券 4億215万9千円 4億215万9千円

出資金 1億4752万1千円 1億4752万1千円

物品 1886台 2台 1888台

債権 2億7657万4千円 △3119万5千円 2億4537万9千円

基金 48億5068万3千円 2億1902万3千円 50億6970万6千円

●問合せ／財政課（田沢湖庁舎）☎ 43-1113

●総務課　☎ 43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159
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　職員の任免と職員数に関する状況
１  職員の採用・退職の状況（平成 25 年４月１日～平成 26 年４月１日）

H25.4.1 現在 退職者数 採用者数 H26.4.1 現在
770 人 64 人 49 人 755 人

※採用者数は、平成25年4月2日から平成26年4月1日

２  部門別職員の状況と増減数

部門
職員数

増減数H25.4.1 現在 H26.4.1 現在
一般行政部門 332 人 319 人 ▲ 13 人

特別行政部門（教育） 71 人 69 人 ▲ 2 人

公営企業等部門
（病院・水道等） 367 人 367 人 0 人

計 770 人 755 人 ▲ 15 人

　職員の給与の状況
１ 人件費の状況（平成 25 年度普通会計決算統計より）

住民基本台帳人口（H26.1.1 現在） 29,114 人

歳出額（Ａ） 191 億 2,801 万 9 千円

人件費（Ｂ） 36 億 568 万 7 千円

人件費率（Ｂ / Ａ） 18.9 ％
（参考）平成 24 年度の人件費率 20.2 ％

２  職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況
（平成 26 年４月１日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 46 歳 6 月 323,780 円 383,641 円

技能労務職 47 歳 11 月 275,246 円 304,417 円

※１　「平均給料月額」とは、4月1日現在における職種ごとの基

　　　本給の平均です。

※２　「平均給与月額」とは、給料月額と扶養手当、住居手当、

　　　時間外勤務手当などの諸手当の合計額の平均です。

３  職員の初任給の状況（平成 26 年４月１日現在）

区分 初任給 2 年後の給料

一般行政職
大学卒 172,200 円 184,200 円
高校卒 140,100 円 148,500 円

人事行政
の運営等の状況について

　仙北市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例
に基づいて、仙北市職員の給与や職員数の状況等につ
いて公表します。

問 仙北市総務課　☎ 43-1111

４  一般行政職の級別職員数の状況（平成 26 年４月１日現在）

区分 標準的職務内容 職員数 構成比
7 級 部長等 12 人 4.4 ％
6 級 次長等 17 人 6.2 ％
5 級 課長等 55 人 20.1 ％
4 級 課長補佐等 40 人 14.6 ％
3 級 係長、主査等 83 人 30.3 ％
2 級 主任等 52 人 19.0 ％
1 級 主事等 15 人 5.5 ％

計 274 人 100 ％

※端数処理のため、構成比の合計が 100 とはならない場合があ

ります。

５  諸手当の状況（平成 26 年４月１日現在）

①期末・勤勉手当
区分 期末手当 勤勉手当

支給割合
6 月支給 1.175 月 0.650 月

12 月支給 1.325 月 0.650 月
合計 2.500 月 1.300 月

※職務の級により加算措置があります。

②退職手当

区分
退職事由

自己都合 定年・早期募集

支給割合
勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分

勤続 25 年 30.82 月分 36.57 月分

勤続 30 年 38.18 月分 44.85 月分

最高限度額 52.44 月分 52.44 月分

１人当たり平均支給額 2,278 万 2 千円

※ 1人当たり平均支給額は、一般行政職の平成25年度の額です。

③扶養手当・通勤手当・住居手当・管理職手当
手当名 区分 支給額

扶養手当

配偶者 13,000 円
配偶者以外の扶養親族１人につき 6,500 円
配偶者無で扶養１人目 11,000 円

16 歳から 22 歳までの子１人につき 5,000 円加算

通勤手当
交通機関利用

支給限度額
55,000 円

自動車等利用
支給限度額

24,500 円

住居手当 借家・借間
支給限度額

27,000 円

管理職手当

部長級 35,000 円
次長級 25,000 円
課長級 20,000 円
参事 17,000 円

６  特別職の報酬等の状況（平成 26 年 5 月１日現在）

区分 給料（報酬）月額 期末手当

給料
市長 680,000 円（850,000 円）

6 月期 1.375 月分

12 月期 1.425 月分

計　2.800 月分

副市長 555,000 円（638,000 円）

報酬
議長 375,000 円

副議長 328,000 円
議員 312,000 円

※本来の給料月額（カッコ内の額）から、市長は 170,000 円、

副市長は 83,000 円を減額しています。

　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
１  勤務時間
１週間の正規

の勤務時間
１日の正規
の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38 時間 45 分 ７ 時間 45 分 8 時 30 分 17 時 15 分 １ 時間

※変則的な勤務を要しない職員の勤務時間等です。

２ 年次有給休暇の取得状況（平成25年1月１日～平成25年12月31日）

総付与日数 総取得日数 全対象職員数 平均取得日数 消化率
29,952 日 5,951 日 772 人 7.7 日 19.9 ％

３ 主な特別休暇
休暇の種類 内容

ボランティア休暇
自発的に、報酬を得ないで社会に貢献す
る特定の活動を行う場合で、勤務しない
ことが相当であるとき。（5 日以内）

結婚休暇 職員が結婚する場合（連続する 5 日以内）

出産休暇
女性職員が出産する場合（産前 8 週間お
よび産後 8 週間）

配偶者出産休暇
妻の出産に伴い入院の付き添いをする場
合（2 日以内）

子の看護等休暇
小学校就学前の子を看護する場合（5 日

（子が 2 人以上の場合は 10 日）以内）

服忌休暇
親族が死亡した場合（親族区分により定
める日数。最高で 7 日）

夏季休暇
夏季における心身の健康の維持・増進等

（連続する 5 日以内）

４  育児休業等の状況（平成 25 年度取得者）

区分 育児休業 介護休暇
男性職員 0 人 0 人

女性職員 9 人 0 人

計 9 人 0 人

　職員の分限と懲戒処分の状況
１  分限処分者数（平成 25 年度）

区分 降任 免職 休職 降格 計
勤務実績がよくない場合 － － － － －
心身の故障の場合 － － 9 － 9
職に必要な的確性を欠く場合 － － － － －
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員が生じた場合

－ － － － －

刑事事件に関し起訴された場合 － － － － －
計 － － 9 － 9

２  懲戒処分の状況（平成 25 年度）

区分 戒告 減給 停職 免職 計
信用失墜行為 － － － － －
一般服務行為 － － － － －
一般非行 － － － － －
道路交通法違反（職務執行中） － － － － －
道路交通法違反 － － － － －
監督責任 － － － － －

計 － － － － －

　職員の研修の状況（平成 25 年度）

研修名 実施機関 受講
職員数

新規採用職員研修 町村会 12 人

市町村職員一般研修（職
階別、実践文章力、政策
法務、クレーム対応等）

市長会、町村会、県・
市町村合同（秋田県自
治研修所）

45 人

政策実務系研修
市町村職員中央研究
所、全国市町村国際文
化研究所

2 人

市町村職員実務研修
秋田県企画振興部市町
村課等

5 人

市独自研修 総務部総務課 5 人

その他一般研修
秋田県市町村振興協会
等

12 人

　職員の福祉と利益の保護の状況
１  健康診断の実績（平成 25 年度）

区分 受診職員数
定期健康診断 503 人

人間ドック 248 人

脳ドック 22 人

２  公務災害の発生状況（平成 25 年度）

区分
発生件数 受診職員数

傷病 死亡
公務災害 1 件 0 件

通勤災害 0 件 0 件

　公平委員会の事務に係る業務状況の報告
　（秋田県人事委員会）
　１  勤務条件に関する措置要求の状況
　　…該当ありません。
　２  不利益処分に関する不服申立ての状況
　　…該当ありません。

１

２

３

４

５

６

７

人事行政 の運営等の状況について
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３
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
太
平
洋
沿
岸
の
地
で
、
芸
能

復
活
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
青
少
年
東
北
民
俗
芸
能
の
祭

典
で
は
、
東
北
各
地
で
芸
能
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
10
団
体
が
集
ま
り
、

若
さ
あ
ふ
れ
る
芸
能
を
披
露
。
飾
山
囃
子
と
仙
北
地
方
の
さ
さ
ら
大
競
演
会

で
は
、
14
の
飾
山
囃
子
の
団
体
と
、
特
別
出
演
２
団
体
の
ほ
か
９
の
さ
さ
ら

団
体
が
、
絶
好
の
秋
晴
れ
の
も
と
、
見
事
な
踊
り
や
舞
い
を
披
露
し
ま
し
た
。

民
俗
芸
能
の
祭
典

「
芸
能
の
宝
庫
・
仙
北
か
ら
東
北
の
明
日
を
」

10/25　第一部浅利香津代の朗読「佐藤貞子～秋田おばこ物語～」①佐藤貞
子の生涯を浅利香津代さんが朗読。②貞子晩年の弟子高橋キヌ子社中の踊り。
第二部「北浦花開く大地のうた」③筏節  ④石神番楽  ⑤梵天奉納唄  ⑥かけ唄
のほか北浦地方に伝わる民謡、芸能が次々と披露された。

　

昭
和
初
期
に
全
国
を
巡
業
し
、
お
ば
こ
節
を
世
に
広
め
た
佐
藤
貞
子
。
第

一
部
は
、
女
優
・
浅
利
香
津
代
さ
ん
が
貞
子
の
生
涯
を
朗
読
で
紹
介
。
第
二

部
は
暮
ら
し
の
中
で
親
し
ま
れ
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
仙
北
の
歌
や
踊
り
を
、

地
元
芸
能
団
体
、
生
保
内
小
学
校
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆
さ
ん
が
、
次
々
と

舞
台
で
披
露
し
ま
し
た
。

佐
藤
貞
子
～
秋
田
お
ば
こ
物
語
～

「
秋
田
は
民
謡
の
宝
庫
！
仙
北
が
生
ん
だ
お
貞
っ
こ
の
生
涯
」

　

新
潮
社
を
創
設
し
た
佐
藤
義
亮
は
仙
北
市
角
館
町
岩
瀬
町
出
身
。
郷
土
が

誇
る
先
人
の
顕
彰
を
目
的
に
建
設
さ
れ
た
新
潮
社
記
念
文
学
館
で
「
秋
田
に

ゆ
か
り
の
作
家
パ
ネ
ル
展
」
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
文
学
講
座
、
朗
読
公
演
な
ど
、
多
方
面
か
ら
文
学
に
親
し
む
企
画
が
用
意

さ
れ
、
文
学
フ
ァ
ン
を
は
じ
め
大
勢
の
方
が
各
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。

秋
田
の
文
学
に
つ
い
て
知
ろ
う

「
秋
の
小
京
都
で
と
も
に
文
学
を
語
ろ
う
」

　

国
民
文
化
祭
は
、
日
本
中
で
様
々
な
文
化
活
動
に
親
し
ん
で
い
る
個
人

や
団
体
が
集
ま
り
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
を
提
供
す
る

と
共
に
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
文
化
活
動
を
盛
り
上
げ
、
新
た
な

文
化
の
創
造
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
日
本
最
大
の
文
化
祭
」
で
す
。

　

29
回
を
数
え
る
国
民
文
化
祭
。
今
年
は
秋
田
県
で
の
開
催
と
な
り
、
10

月
４
日
か
ら
11
月
３
日
の
期
間
中
、
県
内
各
地
で
多
彩
な
催
し
が
開
か
れ
、

仙
北
市
で
は
10
の
事
業
の
ほ
か
４
つ
の
県
民
参
加
事
業
が
開
催
さ
れ
、
た

く
さ
ん
の
方
々
が
国
文
祭
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４
」

「
発
見
×
創
造　

も
う
ひ
と
つ
の
秋
田
」

文
化
を
旅
し
た
1
か
月

⑪おやま囃子青年部の寄せ太鼓。⑫秋田おば
こが一堂に介して踊りを披露。⑬上亰鹿子踊

（岩手県大槌町）⑭梅沢ささら（田沢湖梅沢）
⑮早稲谷鹿踊（宮城県気仙沼市）⑯ささら町内
なで渡り。

　

江
戸
後
期
に
平
賀
源
内
が
角
館
を
訪
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
小
田
野
直

武
・
秋
田
藩
主
佐
竹
義
敦
ら
を
中
心
に
陰
影
法
、
遠
近
法
な
ど
の
洋
画
法
を

取
り
入
れ
、
秋
田
で
生
ま
れ
た
新
し
い
日
本
画
の
形
「
秋
田
蘭
画
」
に
つ
い

て
講
演
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
多
角
的
に
検
証
。
新
た
な
視

点
で
作
品
を
見
る
と
、
興
味
深
い
発
見
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
に
花
開
い
た
秋
田
の
文
化

「
秋
田
蘭
画
と
佐
竹
北
家
」

①特別講演　西木正明×森絵都「自分
はなぜ作家になったか」  ②調べ学習受
賞者による発表。③文学講座が２回開
講された。④高橋秀晴講師（秋田県立
大学教授）「もし新潮社がなかったらー
近代文学史の中の佐藤義亮ー」⑤北条
常久講師（秋田県生涯学習センターシ
ニアコーディネーター）「伊藤永之介
の新潮社文芸賞『鶯』」  ⑥「グループ
かぜ」代表谷京子講師の朗読公演。

10/26　飾山囃子と仙北地方のささら大競演会

①秋田蘭画について、時代背景や関連した人々
の人間模様などが語られた記念講演会・シンポ
ジウム。②記念講演を行った田中優子講師（法
政大学総長）③佐竹知事も参加してパネルディ
スカッションが行われた。④平福記念美術館に
秋田蘭画をはじめ貴重な資料が展示された。⑤
樺細工伝承館で開催され、佐竹北家や武家に伝
世する資料、名品が多数展示された。

① ①

②③

④⑦

⑤⑧

⑥⑨

⑩

⑬
⑮

⑭

⑪

⑫

⑯

①

②

③

④

⑤

⑥

10/6・9　文学講座

10/16　児童文学作家「斎藤隆介」の世界

10/26　調べ学習コンクール

②

①③

④⑤

⑥

10/5　記念講演・シンポジウム ①

②③

④10/４～11/ 3　「秋田蘭画展」

9/20～11/20　「佐竹北家時代展」 ⑤

ブンカ☆ステーション仙北市

①花笠踊り（山形県山形市）②飾山囃子（角
館高校飾山囃子部）③平磯虎舞（宮城県気仙
沼市）④吉里吉里虎舞（岩手県大槌町）⑤請
戸の田植踊り（福島県浪江町）⑥津軽三味線（青
森県五所川原市）⑦法領田獅子踊り（岩手県
盛岡市）⑧中野七頭舞（岩手県岩泉町）⑨土
崎港ばやし（秋田県秋田市）⑩生保内田植え
踊りと石神番楽（石神子ども芸能）

10/12　青少年東北民俗芸能の祭典

25 24Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく



　

平
成
元
年
に
、
角
館
と
鷹
巣
を
結
ぶ
全
線
が
開
通
し
た
内
陸
線
。
人
々
の

暮
ら
し
を
繋
げ
て
き
ま
し
た
。里
山
の
中
を
走
る
内
陸
線
を
活
用
し
て「
乗
っ

て
×
見
て
×
感
じ
て
×
撮
っ
て
×
描
い
て
×
笑
っ
て
」
と
た
く
さ
ん
の
催
し

を
開
催
。
ア
ー
ト
を
体
験
し
、
み
ん
な
で
作
品
を
作
る
。
事
業
参
加
者
の
笑

顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。　

内
陸
線
ア
ー
ト

「
私
た
ち
の
普
段
着
の
町
・
地
域
」

　

角
館
の
町
並
み
に
ア
ー
ト
作
品
が
映
え
る
。
国
内
外
で
活
躍
す
る
現
代

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
仙
北
市
出
身
の
若
手
作
家
の
作
品
が
制
作
、
公
開
さ
れ
ま

し
た
。
歴
史
あ
る
町
並
み
と
ア
ー
ト
作
品
が
、
お
互
い
に
新
た
な
魅
力
を
引

き
出
し
ま
し
た
。
蔵
を
会
場
に
音
楽
の
生
演
奏
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
町
全

体
が
素
敵
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ー
ト
de
ま
ち
あ
る
き 

「
歴
史
と
ア
ー
ト
、
新
し
い
出
会
い
～
か
わ
ら
ぬ
想
い
が
、
カ
ク
ノ
ダ
テ
を
か
え
る
～
」

田沢湖・角館短歌大会

　豊かな自然と文化が息づく仙北市には多くの歌人が訪れています。こ

の地で短歌大会を開催し、国内外から応募のあった 9,298 首の作品の中

から、一般の部と小中高校生の部で文部科学大臣賞をはじめ 13 の賞の

表彰式と記念講演を開催。記念講演では、佐佐木幸綱氏や俵万智氏、平

野啓子氏の鼎談で、人を引きつける短歌の魅力が語られました。

「豊饒なる風土、文学とことばの祭典」
大正琴の祭典

　大正琴の愛好者は 100 万人とも言われています。今回は全

国から 42 の団体が出演。生保内小学校、神代小学校の児童た

ちが地元民謡を演奏したオープニングから、県内団体の合同

演奏に合わせ、生保内中学校生徒が歌う秋田県民歌でのフィ

ナーレまで、大正琴に親しんだ２日間でした。

「湖面をわたり、山々に響け大正琴の調べ」

①記念講演「歌の力」で短歌の魅力を語る講師の皆さん。② 11 日には市内歌
碑めぐりが行われた。

①案山子アートと、角館高校
美術コースの生徒デザインの
ラッピング車両。②紙風船上
げコミュニティアートにはた
くさんの方が参加。③角館高
校書道部の書道パフォーマン
ス。 ④ 内 陸 線 の 駅 に 様 々 な
アートパネルを展示。⑤⑥落
ち葉や小枝などを使い思い思
いの作品を作り上げた。

①②ネオ・クラシック！カクノダテ 2014（10/17 ～ 24）、かくのだ
てまちなかミュージアム（10/26 ～ 11/3）の二つのイベントがリレー
開催。③総合案内所にも作品展示。角館高校生が案内した。④角館小
学校金管バンド部ドリームハーモニーのパレード。⑤「蔵の音画使」
菅原弘明とハル旅団  ⑥「蔵の中の音楽会」平かずみとスイングチェ
リーズの演奏が行われた。

①餅つき体験では子どもたちが次々と挑戦し順番待ちの列ができた。
②③もちっこ＆がっこバイキングは大盛況。お餅もがっこもたくさん
の種類が用意されたが、人気のあるものはあっという間になくなり、
次々と運び込まれた。④この日を楽しみに駆けつけた皆さんで満席。
⑤餅まきの様子。参加者は皆大きく手を広げてお餅を待ち構えていた。

①オープニングの様子。②③出演団体が趣向を凝らし演奏。④フィ
ナーレの演奏は会場が一体となった秋田県民歌。

①

②

③

④

①②10/18・19　大正琴の祭典 10/12　短歌大会10/11　歌碑めぐり

10/5　親子で“落ち葉 ”アート教室

①

④

③ ②

⑤⑥

9/27～11/3
　小さな駅の「里山」アート展

10/6～10/19　紙風船コミュニティアート

9/27～　車両のアートラッピング
10月初旬～　案山子アート

①

②

③

④

⑤

⑥

①
②

③

④

⑤

こ
れ
か
ら
も
文
化
を

　
　

守
り
伝
え
る
た
め
に

　

豊
富
な
文
化
資
源
を
誇
る
仙
北
市
。
今
回
、
多

数
の
事
業
を
企
画
し
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

各
事
業
の
企
画
委
員
の
皆
さ
ん
が
、
長
い
間
準

備
を
整
え
て
き
た
努
力
が
実
り
、
各
事
業
と
も

大
勢
の
来
場
者
が
詰
め
か
け
大
盛
況
で
し
た
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
育
ま
れ
て
き
た
、

こ
の
地
方
の
文
化
。
改
め
て
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
1
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
し
っ

か
り
と
引
き
継
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

11/3　フィナーレイベント「美の国あきた 文化の彩り」　国民文化祭・あきた 2014 を締めくくる
フィナーレイベントが秋田市で開催され、秋田県の国指定重要無形民俗文化財が集合し実演、披露
した。仙北市からはイタヤ細工と「角館祭りのやま行事」の曳山２台が出演しました。秋田駅前広
小路で披露した飾山囃子ややまぶっつけに、詰めかけた観客から歓声が沸き上がっていました。

ブンカ☆ステーション仙北市

　

秋
田
県
の
玄
関
口
、
新
幹
線
停
車
駅
が
２
つ
あ
る
こ
の
仙

北
市
で
、
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
た
お
客
さ
ま
を
、
笑
顔
で
お

迎
え
し
ま
し
た
。

お
も
て
な
し
事
業

「
え
ぐ
来
て
け
だ
ん
ス
」

①各事業開催施設に花いっぱ
いのおもてなし。②駅前におも
てなし案内所を設置。③田沢湖
駅にて足湯のサービス。④⑤駅
に到着したお客さまに芸能や
振る舞いのおもてなし。

②

③⑤

④ ①

　

北
浦
地
域
の
家
庭
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
様
々
な
餅
料
理
が
並
び
、
自
慢

の
が
っ
こ
（
漬
け
物
）
と
併
せ
て
大
好
評
。
参
加
者
は
次
々
と
多
彩
な
餅
料

理
を
小
皿
に
取
っ
て
は
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
会
場
の
一
角
で
は
臼
と
杵
で

の
餅
つ
き
や
餅
ま
き
も
行
わ
れ
、
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験
に
大
人
も
子
ど

も
も
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

せ
ん
ぼ
く
「
餅
っ
こ
三
昧
」

せ
ん
ぼ
く    

も
ち
っ
こ
＆
が
っ
こ    

バ
イ
キ
ン
グ

“

”

仙北市内の入賞者は次の方々です。〈敬称略〉一般の部 特選 高橋イデ子（田沢
湖）秀逸 梅田栄子、大山文穂（田沢湖）入選 浦山和子、鈴木幸子（田沢湖）藤
原ユリ子（角館町）小中高校生の部 特選 鈴木夕奈（神代小）田中璃桜（西明寺小）
鈴木めぐみ（角館高）秀逸 苣木優、瀧原りりこ、田口璃空、千葉耀斗、渡部怜（生
保内小）加藤楓（角館中）伊藤誓真、加賀屋侑里、佐藤咲、髙橋あやか、高橋
梨佳子、藤川晃志、藤原夏菜（角館高）入選 平岡幸奈、遠藤夕采（神代小）稲
田啓人（生保内中）石川亜衣梨、伊藤佑香、伊藤幹毅、柏木涼、小松峻、佐藤
天嶺、柴田菜奈子、信田有香、下田昴、鷹觜菜菜子、高橋生真、高橋加奈、高
野七星、平澤みく、藤田佳穂、藤原夏菜、松本春南、三浦蓮之介、山手まどか、
湯澤瑠奈、渡邉謙太（角館高）進藤彩香、若松春佳（角館高定時制）

10/26　せんぼく「餅っこ三昧」
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新潮社から寄贈された図書を紹介します

麹町二婆二娘孫一人 [著] 中沢け
い / あなたを自殺させない - 命
の相談所「蜘蛛の糸」佐藤久男
の闘い -[著] 中村智志 / 生き延
びるための世界文学 -21 世紀の
24 冊 [著] 都甲幸治 / オリーブ
オイル・ガイドブック [著] 長友
姫世 / みなそこ [著] 中脇初枝 /
京都 [著] 黒川創 / 光の子供 [著] エリック・フォトリノ
[訳] 吉田洋之 / 山崎豊子全集〔第二期〕第 2 巻 運命の
人（二）[著] 山崎豊子 / 親鸞「四つの謎」を解く [著]
梅原猛 / いつもとなりに ～Maru in Michigan～[著] ジョ
ンソン祥子 / 反グローバリズムの克服 - 世界の経済
政策に学ぶ -[著] 八代尚宏 / 山本周五郎長篇小説全集 
第二十一巻 虚空遍歴（上）[著] 山本周五郎 / 山本周五
郎長篇小説全集 第二十二巻 虚空遍歴（下）[著] 山本
周五郎 / 自覚 - 隠蔽捜査 5.5-[著] 今野敏 / マル合の下
僕 [著] 高殿円 / 冬を待つ城 [著] 安部龍太郎 / べんけ
い飛脚 [著] 山本一力 / 転生ラヴァーズ - 何度でも君
を愛す -[著] 鳴海澪 / 死ぬならボケずにガンがいい [著]
新見正則 / 皇后美智子さま　全御歌 [釈] 秦澄美枝
　　●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。
　　　このほか、たくさんの新着図書が入ってきています。

新着図書

政宗が殺せなかった男　秋田の伊
達さん [著] 古内泰生 / 死に支度 [著]
瀬戸内寂聴 / 殉愛 [著] 百田尚樹 / 鳥
たち [著] よしもとばなな / 雪には
雪のなりたい白さがある [著] 瀬那
和章 / 歌舞伎町ダムド [著] 誉田哲
也 / 物語のおわり [著] 湊かなえ / ヤ
モリ、カエル、シジミチョウ [著]
江國香織 / 吉田類のマタタビ酒場 [著] 佐藤ピート / 不調
のときに食べたいごはん [著] コウ静子 / ペコロスの母の
玉手箱 [著] 岡野雄一 / 美しい知の遺産世界の図書館 [著]
ジェームズ・W・P・キャンベル

『新年を迎えるために役立つ本』特集
　いよいよ 2014 年最後の月を迎えました。「終わり良ければす
べて良し」という諺がありますが、今年一年間でたまった家中
の埃や汚れを洗い落とし、新しい気持ちで新年を迎えたいもの
です。そこで、今月は掃除・片づけに役立つ本を特集します。掃除・
片づけが苦手な人はぜひ参考にしてください。掃除・片づけが
得意だという人も新しい技を発見できるかもしれません。
　また、お正月のおもてなしに役立つ料理の本やおせち料理の
本も特集します。腕を振るっておいしい料理をたくさん作って
みてはいかがですか。

クリスマス　おはなし玉手箱

《日時》　１２月２０日 土 　１０：００～
《場所》　たざわことしょかん　２階

　　　　たのしいおはなしがいっぱい
　　　　かわいいプレゼントもあるよ
　　　　おともだちみんなできてね

入場無料

図書館
情報局
LIBRARY

学習資料館
☎ 43-3333

イベント交流館（新潮社記念文学館）☎ 43-3333　12月休館日・1日 月 、8日 月 、15日 月 、22日 月 、23日 火・祝 、28日 日 ～31日 水 年末

12月休館日
1日 月 、8日 月 、15日 月 、22日 月 、23日 火・祝 、28日 日 ～ 31日 水 年末

12月休館日
1日 月 、8日 月 、15日 月 、22日 月 、23日 火・祝 、28日 日 ～ 31日 水 年末

田沢湖図書館  ☎ 43-1307

　

次
の
公
民
館
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
受

講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄
り
の
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

お
正
月
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
「
新
春

書
き
初
め
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》
平
成
27
年
１
月
８
日 

木 

９
時

《
会
場
》
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

《
参
加
料
》
無
料
（
記
念
品
進
呈
）

《
持
ち
物
》
書
道
用
具
、
下
敷
き
（
半
紙
は
当

日
配
布
）

《
申
込
み
》
12
月
18
日 

木 

ま
で

　

平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
最
寄
り
の
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
第
３
火

曜
日
実
施
の
健
康
教
室
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」

で
は
、
12
月
16
日 

火
（
13
時
30
分
～
）、
日
本

成
人
病
予
防
協
会
の
健
康
管
理
士　

倉
上 

敬 

氏
を
講
師
に
招
き
「
高
血
圧
の
予
防
と
改
善
」

に
つ
い
て
健
康
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
田
沢
湖
公
民
館

　

様
々
な
方
の
想
い
が
一
つ
に
な
り
生
ま
れ
か

わ
っ
た
奇
跡
の
ピ
ア
ノ
。
こ
の
ピ
ア
ノ
の
あ
っ
た

神
代
小
学
校
で
ふ
た
た
び
音
色
を
奏
で
ま
す
。
プ

ロ
の
方
々
の
演
奏
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
先
立
ち
ま
し
て
、
小
松
小
学

校
の
校
歌
を
演
奏
し
ま
す
。
小
松
小
学
校
卒
業

生
で
、
ご
一
緒
に
歌
っ
て
く
だ
さ
る
方
は
、
当

日
、
10
時
30
分
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》

12
月
10
日 

水 

10
時
50
分
～
12
時

《
会
場
》
神
代
小
学
校

《
入
場
料
》
無
料　
《
出
演
》
▼
ピ
ア
ニ
ス
ト  

須
江 

太
郎　

▼
声
楽
家  

首
藤 

玲
奈

《
問
合
せ
》
▼
安
藤
☎
０
９
０-

２
９
８
９-

２
９
１
８

▼
倉
持
☎
０
９
０-

５
２
３
３-

６
１
２
７

第10回 

仙
北
市
新
春
書
き
初
め
大
会

～
新
年
の
新
た
な
気
持
ち
を
筆
に
込
め
て
～

が
ん
ば
ろ
う
！
東
北

せ
ん
ぼ
く
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

～
樺
細
工
で
生
ま
れ
か
わ
っ
た
～

奇
跡
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
in
神
代

健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

開
催
の
お
知
ら
せ

公
民
館
講
座
情
報

現代書館

生
涯
学
習

生涯学習課　 ☎ 43-3383
田沢湖公民館 ☎ 43-1061
角館公民館　 ☎ 54-1110
西木公民館　 ☎ 47-3100

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

今年の新春書き初め大会の様子

先月の西木地区の文化祭にもリフォームされた衣服
が多数展示されました。

衣
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

　

若
か
り
し
頃
の
物
や
大
事
な
家
族
の
思
い
出

の
物
な
ど
、
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
着
物
等
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？
た
だ
大
事
に
眠
ら
せ
て
置
く

に
は
勿
体
な
い
と
、
最
近
で
は
リ
フ
ォ
ー
ム
し

て
普
段
着
に
し
た
り
、
お
し
ゃ
れ
着
に
変
身
さ

せ
て
楽
し
ん
で
い
る
方
を
見
受
け
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
冬
場
、
あ
な
た
も
基
礎
か
ら
学

ん
で
春
ま
で
に
１
着
完
成
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
日
時
》
12
月
13
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で
の

　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日　

13
時
～
16
時

※
12
月
13
日
・
27
日
、
１
月
10
日
・
24
日
、
２
月
14
日
・

28
日　

計
６
回

《
会
場
》
西
木
公
民
館　
《
講
師
》
中
野
キ
ワ
氏

《
受
講
料
》
無
料　
　
　
《
募
集
人
員
》
12
人

《
持
ち
物
》
裁
縫
道
具
、
古
着
等
の
生
地

《
申
込
み
》
12
月
３
日 

水 

か
ら

　

平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
最
寄
り
の
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

蕎
麦
打
ち
教
室

～
年
越
し
蕎
麦
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
～

　

今
年
収
穫
さ
れ
た
仙
北
市
産

の
そ
ば
粉
を
使
い
蕎
麦
打
ち
に

挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。
調
合
～
練

り
～
伸
し
～
切
り
な
ど
一
連
の

流
れ
を
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

　

自
作
の
手
打
ち
蕎
麦
で
年
越

し
を
迎
え
る
の
も
悪
く
あ
り
ま

せ
ん
ね
。
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》
12
月
12
日 

金　

10
時
～

《
会
場
》
神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー　

《
受
講
料
》
５
０
０
円
（
材
料
代
含
む
）

《
募
集
人
員
》
10
人

《
持
ち
物
》
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル

《
申
込
み
》
12
月
１
日 

月 

～
10
日 

水 

　

平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
最
寄
り
の
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
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仙北市子育て支援施設『さくラッコ』

仙北市社会福祉協議会主催子育て支援事業

ぽかぽかサロン内陸線に乗って親子でGO!

　市内５か所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す

る基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこ

とでもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9：00～ 17：00。手紙・

FAX 等はいつでも】

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりしま

す。興味のある方はぜひご連絡ください。

【集いの広場の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃ

んなど、どなたでも参加できます。　

　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へ

ご連絡ください。※持ち物等は各保育園にご確認ください。

12月の 子育て支援センター情報

12月  子どもカレンダー
乳幼児健診

日 健診名 対象者

 4日 木 4 か月児 H26 年 7 月生

11日 木 10 か月児 H26 年 1 月生

18日 木 1 歳 6 か月児 H25 年 5 月生

19日 金 2 歳児歯科 H24 年 5 月生

25日 木 3 歳児 H23 年 5 月生

乳児食育教室『もぐもぐランド』

日 相談名 対象者

24日 水 7 か月児 H26 年 5 月生

母子健康手帳交付

日 受付時間

 2日 火・10日 水

16日 火・22日 月
13:00 ～ 13:30

開放日 時間

 1日 月・ 8日 月

15日 月・22日 月
9:30 ～ 11:30

1 歳 3 か月児健康相談

日 相談名 対象者

24日 水 1 歳 3 か月児 H25 年 9 月生

☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9：30 ～ 11：30

　3 日水／クリスマスの飾りをつくろう！

10 日水／人形劇を観ましょう

24 日水／クリスマスを楽しみましょう！身体測定

だしっこルーム（生保内保育園内）

★わくわく広場（親子で楽しめるイベント＆講座）

18日 木  10：30 ～ 11：30

「クリスマス会」
美味しいお菓子やお茶、コーヒーを頂きながら、みん

なで楽しい時間を過ごしましょう！
※おやつ代として、親子 1 組 100 円頂きますのでご了承くだ

さい。

　

【1月の予定】

★うきうき広場　7 日水　感染症予防講座

★わくわく広場　15 日木　雪遊びを楽しもう！

詳細は来月 1 日発行の広報 1 月号に掲載されます。こ

ちらもお楽しみに！

　

【問合せ】

子育てサポート「はっぴい・マム」
（角館町岩瀬町29）

☎ 080-1663-4494
Facebook　www.facebook.com/
happy.mamu
　イベントへの参加申込みはこちらからも可能です。

※お車でお越しの際は、さくラッコ隣（4 台）、または情報セ

ンターをご利用ください。

　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるマ

マ、引っ越してきたばかりで知らないことばかり…と

不安なママ。もちろん、パパやおじいちゃん、おばあ

ちゃんもどうぞ一緒に遊びに来てくださいね。

　子どもが大好きなサポーターが、おもちゃを準備し

てお待ちしています！

【12月の開放日】（毎週水・木・土曜日 10：00 ～ 15：00）

★はっぴいルーム
　水曜日　3 日・10 日・17 日・24 日

　木曜日　4 日・11 日・18 日・25 日

　土曜日　6 日・13 日・20 日・27 日
※ 12 月 29 日から 1 月 3 日は、年末年始のお休みとさせて頂

きます。

【12月のイベント】

★うきうき広場
（ミニイベント＆お誕生会）

3日 水  10：30 ～ 11：30

「ツリーハットを作ろう！」
もうすぐクリスマス。みん

なでツリーハットを作って、

クリスマス気分を盛り上げ

よう！

12 月生まれのお友達のお祝いもしましょう！

内陸線に乗って親子で GO!

　クリスマス仕様の貸切列車に乗っ

て、阿仁合駅までの旅です。ちょっ

と早いクリスマスをお子様と楽しん

でみませんか？

日時 　12月17日水　

 　　　10:30  秋田内陸線角館駅集合

 　　　　　　　　　　（角館発 11:02）

 　　　～ 15:10  角館駅着後解散

参加費　500 円（おにぎり・おみやげ）

持ち物　お子様の昼食・飲み物

休憩 　阿仁合駅隣の商工会会議室で昼食・休憩

募集 　小学校就学前のお子さんとご家族 15 組

申込締切　12月10日水　

申込・問合せ

仙北市社会福祉協議会 角館支所　☎ 54-2493

ぽかぽかサロン

　仙北市社会福祉協議会西木支

所では就学前のお子さんとご家

族の方を中心に、からだがぽか

ぽかになるおやつ作りをしなが

ら交流していただくサロンを開

きます。ぜひご参加ください。

日時 　12月16日火

 　　　10:00 ～ 12:00 
場所 　紙風船館（西木町上桧木内）

持ち物　エプロン

募集 　お子さんとご家族 10 組

申込締切　12月12日金　

申込・問合せ

仙北市社会福祉協議会

西木支所　☎ 48-2940

　2 日 火 ／保健師さんのお話を聞きましょう！

（冬の病気Ｑ＆Ａ）

　9 日火／いっぱいあそぼ！ ホールであそぼ！

16 日火／クリスマスリースをつくろ！

※園の畑で収穫したさつま芋のつるでリースを作り

ます。リースの数に限りがありますので、参加希望

される方は、事前に連絡してください。

わかばルーム（神代保育園内）

☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9：30 ～ 11：30

10 日水／クリスマス飾りをつくろう

24 日水／クリスマス楽しみ会に参加しよう

いちごルーム（角館保育園内）

☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 10：00 ～ 11：30

24 日水／クリスマス会（10:00 ～）

※保育園の子どもたちと一緒にクリスマス会を楽し

みましょう。

★月～金曜日　9 時 30 分～ 11 時 30 分

随時、園を開放しています。お子さんと同年齢のク

ラスの子どもたちと、一緒に遊ぶことも可能です。

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）

☎ 48-2345　FAX 48-2525

11 日木／健康チェック～保健師さんのお話～　

クリスマスリースを作ろう

19 日金／保育園のクリスマス会に参加しよう

なかよしルーム（にこにこ保育園内）

☎ 47-2525　FAX 47-2323　時間 9：30 ～ 11：30

会場　  健康管理センター（角館）

問合せ  仙北市保健課  ☎ 55-1112

おやこ交流広場

子ども同士のふれあいやお母さん方の

交流のため、健康管理センターのホー

ルを開放します。お子さんを自由に遊

ばせる広場としてお使いください。

子育てインフォメーション子育てインフォメーション
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介
護
保
険
事
務
所
の
窓
口
や
電
話

で
よ
く
受
け
る
質
問
に
つ
い
て
、
回

答
を
ま
と
め
ま
し
た
。

《
質
問
１
》

　

介
護
保
険
料
は
い
つ
か
ら
納
め
る

の
で
す
か
？
ま
た
い
つ
ま
で
納
め

る
の
で
す
か
？

《
回
答
１
》

　

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以

上
65
歳
未
満
の
方
は
、
医
療
保
険

料
と
あ
わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
65
歳
に
な
っ
た
月
（
誕
生

日
の
前
日
が
属
す
る
月
）
か
ら
は
、

医
療
保
険
料
か
ら
独
立
し
て
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
介
護
保
険
料
は
、
終
身
ご
負

担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も

同
様
で
す
。

《
質
問
２
》

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
け
れ
ば
、
介
護
保
険
料
を
返
し

て
も
ら
え
る
の
で
す
か
？

《
回
答
２
》

　

介
護
保
険
料
は
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
必
要
と
す
る
方
に
か
か
る
費

用
を
賄
う
た
め
使
わ
れ
ま
す
の
で
、

医
療
保
険
と
同
様
お
返
し
す
る
こ

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
に
関
す
る

よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
は

助
け
合
い
の
精
神
に
基
づ
く
制
度

で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

《
質
問
３
》

　

サ
ー
ビ
ス
に
不
満
や
疑
問
が
あ
る
場

合
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

《
回
答
３
》

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
不
満
や

疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
遠
慮
な
く

早
め
に
事
業
者
（
直
接
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
担
当
者
や
責
任

者
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
）
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
話
し
づ
ら

い
、
話
し
て
も
解
決
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
相
談
窓
口
が
介
護
保
険

事
務
所
や
秋
田
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
（
☎
０
１
８-

８
６
２

-

３
８
５
０
）
に
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ｢

Ｏ
Ｓ
介
護
ネ
ッ
ト｣

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

http://w
w

w
.oskaigonet.or.jp/

）

に
も
Ｑ
＆
Ａ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》

　

介
護
保
険
事
務
所 

企
画
管
理
班

　

☎
０
１
８
７（
86
）
３
９
１
０

３３歳厄祓いと祝賀会のお知らせ
　角館中学校卒業生と一緒にお祓いを

行いませんか？

【期日】平成 27 年 2 月 1 日 日 

【参加料】 ▼ お祓い 8,000 円（角館總

鎭守神明社・記念品含む） ▼ 祝賀会

13,000 円（グランデールガーデン : 旧

大安閣）※片方のみの参加もできます。

【申込・問合せ】33 歳厄祓い実行委員

会 代表　上藤祐太　☎ 54-1238

４２歳厄祓いと懇親会のお知らせ
　角館中学校卒業生と一緒にお祓いを

行いませんか？

【期日】平成 27 年 2 月 1 日 日 

【参加料】 ▼お祓い 8,000 円（角館總

鎭守神明社・記念品含む） ▼懇親会

13,000 円（ニュー大切）※片方の

みの参加もできます。

【申込・問合せ】42 歳厄祓い実行委員

会 代表　伊藤静　☎ 53-3927

OSHIRASE NAVIイベント

平成２６年度 アビリティコース
２月期生の募集
　秋田職業訓練支援センターでは、求

職者を対象にものづくり分野に関する

専門的技能・知識を習得するための職

業訓練を行っています。

【訓練期間】平成 27 年 2 月 4 日 水 ～

7 月 29 日 水 9:20 ～ 15:40（6 か月）

【訓練科（定員）】 ▼ 金属加工科（18

人） ▼電気・通信施工技術科（15 人）

▼ 住宅リフォームデザイン科（18

人） ▼工場管理業務科（18 人）

【募集期間】12 月 19 日 金 まで

【受講料】無料（テキスト代等は自己負担）

【応募資格】ハローワークに求職申込を

された方で、新たな技術 ･ 技能を身

につけて再就職を希望される方

【申込・問合せ】秋田職業訓練支援セン

ター訓練課 受講者第一係　☎ 018-

873-3178

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等１月開催予定の
スキルアップセミナー
アーク溶接特別教育

【期日】1 月 6 日 火 ～ 8 日 木

【定員】20 人

クロス施工基礎講習
【期日】1 月 15 日 木 ・16 日 金

【定員】10 人

木造建築物の組立て等作業主任者技術講習
【期日】2 月 19 日 木 ・20 日 金

【定員】10 人

各講習共通
【時間】9:00 ～ 16:00

【場所】大曲技術専門校

【受講資格】現在お勤めしている方

【受講料】無料（テキスト代は別途）

【申込・問合せ】大曲技術専門校 民間

訓練支援室　☎ 0187-62-6321

OSHIRASE NAVI相談

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱

を受け、国の仕事などについての苦情

や意見・要望を受け付け、皆さんと関

係行政機関との間に立って、その解決

を図る『行政と住民のパイプ役』です。

仙北市の行政相談委員は次の 3 人の方

で、自宅で相談を受け付けています。

【行政相談委員】
◆難波輝子　☎ 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽進　☎ 53-2690

　角館町七日町 34

◆小西範子　☎ 49-2154

　西木町上桧木内字中泊 97

【12 月相談所開設日時・場所】 ▼ 3 日 

水・角館交流センター　 ▼ 10 日 水

・神代出張所　 ▼ 17 日 水・田沢湖

総合開発センター　 ▼ 24 日 水・桧

木内出張所

【時間】13:00 ～ 16:00

【問合せ】仙北市総務課　☎ 43-1111

仙北市社会福祉協議会
１２月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動

として心配事相談を行っています。お

気軽にご利用ください。

【 日 時・ 場 所 】 ▼ 10 日 水 13:00 ～

16:00・神代出張所　 ▼ 11 日 木

、25 日 木 13:00 ～ 16:00・社会

福祉協議会角館支所　 ▼ 15 日 月 

10:00 ～12:00・紙風船館　 ▼ 17

日 水 13:00 ～16:00・田沢湖総合

開発センター

【問合せ】仙北市社会福祉協議会

　☎ 52-1624

OSHIRASE NAVI募集

OSHIRASE NAVIお知らせ

ＪＲ東日本　秋田支社
冬期における踏切事故防止のご
協力と踏切通行止めのお知らせ
　冬期は雪や路面凍結によりスリップ

し、踏切上で停止または脱輪してしま

うことが考えられます。踏切前では一

旦停止し、左右の安全を確認してから

横断してください。

【通行止め予定】三之丞踏切（田沢湖

卒田字街道南 15-3）《通行止期間》

12 月 10 日 水 ～ 3 月 31 日 火 

【問合せ】JR 東日本 秋田支社 大曲保線

技術センター　☎ 0187-63-3324

善意ありがとうございます
１０月受付分、敬称略

【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
◆仙北市角館交流センター指定管理者

㈱東北ダイケン秋田支店

◆真崎靖宏（卒田字上清水）

◆阿部徹（小渕野字前田野）

 7 日　高橋歯科医院（大仙市大曲）☎ 0187-62-5058

14 日　角間川歯科医院（大仙市角間川）☎ 0187-65-3536

21 日　高橋ひろし歯科医院（大仙市大曲）☎ 0187-63-1230

28 日　ささき歯科医院（田沢湖神代）☎ 44-3548

31 日　畠山歯科医院（大仙市大曲）☎ 0187-62-3636

大曲仙北歯科医師会　１２月の休日歯科診療当番医

納税証明書のオンライン請求
がとっても便利になりました
　税務署窓口で納税証明書を受け取る

場合、自宅等からのオンライン請求に、

電子証明書や IC カードリーダライタが

不要になりました。また、手数料が安

価です。納税証明書交付請求書の作成

にあたっては、e-Tax ホームページの

e-Tax の作成ソフト（WEB 版）をご

利用ください。詳しくは e-Tax ホーム

ページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）

をご覧ください。

【問合せ】大曲税務署管理運営部門　　

☎ 0187-62-2190　

仙北平野土地改良区からの
お知らせ
　当改良区では冬期間も通水し、消雪・

流雪等の地域用水として利用されてい

る水路もあります。今後の降雪に伴い

水路幅がわかりにくくなり、また、積雪・

凍結等により道路が滑りやすくなりま

すので、水路近くを通行する際は十分

注意し、危険箇所には近づかないよう

にしましょう。

【問合せ】秋田県仙北平野土地改良区　

☎ 0187-62-0180

老後の備えは大丈夫ですか
国民年金基金がお手伝いします
　国民年金基金は老齢基礎年金の上積み

年金として給付を行う公的な年金制度で

す。掛金全額が「社会保険料控除」にな

るほか、税制面でも優遇されるたいへん

有利な制度です。1 月上旬に加入対象者

あてダイレクトメールが送付されます。

【問合せ】秋田県国民年金基金

　☎ 0120-65-4192

片野重脩交通遺児奨学会
推薦募集のお知らせ

【申込資格】秋田県内に居住する交通遺

児で高校に進学または在学し、経済

的理由から学資の支弁が困難な方

【給付金】月額 16,000 円。返済の義務、

その他の制約はありません。

【定員】若干名

【申込方法】県内各中学校・高校宛に推

薦募集の案内を郵送しますので、各

学校を通じて申請書類を請求し、必

要書類を添えてお申込みください。

【申込期限】1 月 31 日 土 必着

【選考方法】書類審査のうえ、当奨学会

理事会で決定します。

【問合せ】公益財団法人片野重脩交通遺

児奨学会事務局（羽後交通株式会社

秘書課内）　☎ 0182-32-4152

デジカメ（写真）初めてみませんか
初心者（女性会員）募集しています
　この度、『かくのだてシニア写真クラ

ブ』では写真を始めてみたい方、皆で

楽しく写真を撮ってみたい仙北市在住

の女性会員を募集しています。自身の

カメラの機種は問いません。現在、会

員による作品展を花葉館入浴棟廊下で

開催していますのでご覧ください。

【活動内容】定例講座・撮影旅行会・写

真展示会

【募集】定員になり次第終了

【申込・問合せ】茂木行政書士事務所　

☎ 54-2073
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）

第３セクター情報

米蔵２F

12月13日（土）～15日（月）　あったかニットとクラフト展

レストラン北蔵

12月24日（水）～ 25日（木）　クリスマスランチ

　1年の感謝をこめて料理長が創りだすスペシャルランチ！

　11：00～14：00　1,500円

株式会社　西宮家　　　　 　　　 52-2438

12月21日（日）　小桜舞子ショー（会場　ひでこの間）

　昼の部（弁当・入浴付）2,600円

　お食事11：00～　開場12：00～　開演13：00～

　夜の部（円卓料理と飲み放題付）5,700円

　開場17：50～　お食事18：00～　開演19：00～

Specialプラン（室数限定）

　宿泊とディナーショーがセットでお得　一泊朝食付9,800円

　3名様以上でお申込みください。

年越しオードブルご予約承り中　

　7,000円（12月25日ご予約締切予定）特典付

グラウンドゴルフ

　今年の営業は終了しました。ご利用ありがとうございました。

株式会社　花葉館　　　 　　　　 55-5888

おせち、オードブル、本マグロの盛り合わせご予約承り中♪

　『おせち二段重』『オードブル』各10,000円

　『本マグロ刺身盛り合わせ』5,000円　※50セット限定！

　12月20日（土）締切　12月31日（水）お届け

　仙北市内配達承ります。ご予約はお早めに♪

クリオン忘・新年会プラン♪平成27年1月31日（土）まで

　【お料理】卓盛コース：おひとり様 3,500円（8名様より）

　お膳コース：おひとり様5,000円（2名様より）

　【お飲物】飲み放題　おひとり様1,500円（2時間）

　送迎バス、カラオケなど、お気軽にご相談ください！

クリオンからのお年玉！ 2015年新春特別企画

　平成27年1月1日（木）～3日（土）　9：00～

　◆その1　入湯回数券販売！

　　回数券12枚綴り通常4,000円のところ3,000円で販売！

　◆その2　お楽しみ抽選会！

　　入湯・お食事・お買い物各ご利用料金1,000円ごとに1回抽選！

　　※入湯回数券の購入は対象外です。※景品がなくなり次第終了。

　◆その3　お買い得！特典付福袋販売！　（売店にて販売）

営業時間のお知らせ

　年末年始も休まず営業！（※12月31日（水）は6：00～18：00ま

　で、1月1日（木）～3日（土）は 9：00～21：00までの営業とな

　りますのでご了承ください）

西木温泉　クリオン　 　　　　　 47-2010
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※表記の価格はすべて税込となっています。
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口
か
ら

人口増減内訳
　　　・出生　　13人
　　　・死亡　　55人
　　　・転入　　51人
　　　・転出　　55人

 人口の動き                  （前月比） 

  　人口  28,663人　      （－   46）
  　　 男  13,344人　      （－   18)
  　　 女  15,319人　      （－   28）
  　 世帯  10,839世帯　 （－      8）
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12/１ 月 ●第62回世古寸喜展（角館交流センター 9：00 ～13：00） 11/16･P13

２ 火
●だしのこ園わんぱくフェスタ（だしのこ園10：00 ～11：30）

●こころの相談（田沢湖健康増進センター） P11

３ 水

●えがおサロン（田沢湖健康増進センター 13：00 ～ 16：00） P11

●うきうき広場（さくラッコ 10：30 ～ 11：30） P31

●行政相談所開設日（角館交流センター13：00 ～16：00） P32

●第3 回パソコン講座（総合情報センター 9：00 ～12：00） 11/1･P16

４ 木

●医師講話会（角館交流センター14：00 ～15：30） P11

●無料人権・困りごと特設相談所（仙北市役所角館庁舎、田沢湖総合開発センター、社会福祉

協議会西木支所 10：00 ～ 15：00） 11/16・P14

●第3 回パソコン講座（総合情報センター 9：00 ～12：00） 11/1･P16

５ 金

６ 土
●第37回児童生徒県南美術展  平成27年1月29日まで（角館町平福記念美術館） P17

●おはなし会『うさぎのみみ』（総合情報センター10：00 ～11：00） 11/16･P13

●そば打ち講座（神代就業改善センター10：00 ～12：00） 10/1･P25

７ 日
●仙北市農業委員会委員一般選挙投・開票予定日 11/16･P6

●無料社交ダンス講習会（雲沢集落センター 20：00 ～） 11/16･P14

８ 月

９ 火
●医師講話会（西木保健センター14：00 ～15：30） P11

●こころの相談（角館交流センター） P11

１０ 水

●奇跡のピアノコンサート in 神代（神代小学校10：50 ～12：00） P28

●社会福祉協議会心配ごと相談日（神代出張所 13：00 ～16：00） P32

●行政相談所開設日（神代出張所 13：00 ～16：00） P32

●第3回パソコン講座（総合情報センター９：00 ～12：00） 11/1･P16

●基礎から学ぶ『おもてなしの英会話』（田沢湖総合開発センター19：00～20：00） 9/1･P10

１１ 木
●社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～16：00） P32

●第3回パソコン講座（総合情報センター９：00 ～12：00） 11/1･P16

１２ 金
●蕎麦打ち教室（神代就業改善センター10：00 ～） P28

●チャリティーフリーマーケット（角館交流センター10：00 ～15：00） 11/16･P13

１３ 土 ●衣類のリサイクル教室（西木公民館 13：00 ～16：00） P28

１４ 日
●衆議院議員総選挙投・開票予定日
●無料社交ダンス講習会（雲沢集落センター 20：00 ～） 11/16･P14

１５ 月 ●社会福祉協議会心配ごと相談日（紙風船館 10：00 ～12：00） P32

１６ 火
●医師講話会（田沢湖健康増進センター14：00 ～15：30） P11

●にこにこ元気塾（田沢湖総合開発センター13：30 ～15：00） P28

●ぽかぽかサロン（紙風船館 10：00 ～12：00） P31 

１７ 水

●メタボ予防教室初回勉強会（健康管理センター） P11

●えくぼの会（角館交流センター10：00 ～14：00） P11

●こころの相談（健康管理センター） P11

●内陸線に乗って親子でGO！（秋田内陸線角館駅10：30 集合） P31

●社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター13：00 ～16：00） P32

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター13：00 ～16：00） P32

●第3回パソコン講座（総合情報センター９：00 ～12：00） 11/1･P16

●基礎から学ぶ『おもてなしの英会話』（田沢湖総合開発センター19：00～20：00） 9/1･P10

１８ 木
●わくわく広場（さくラッコ10：30 ～11：30） P31

●第3回パソコン講座（総合情報センター９：00 ～12：00） 11/1･P16

１９ 金 ●笑いの会（健康管理センター10：00 ～11：30） P11

２０ 土 ●クリスマス　おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10：00 ～） P29
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特集  地域学の旅へ

ちいきのわだい／かくのだてフィ
ルムコミッション ロケーション
だより

保健・健康の掲示板

就学前児童の保護者の皆さまへ

平成27年度認定こども園（予定）・
保育園・幼稚園施設利用申込みの
ご案内

市役所からのお知らせ

人事行政の運営等の状況について

第29回国民文化祭・あきた2014
「発見・創造　もうひとつの秋田」
文化を旅した1か月

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

図書館情報局

子育てインフォメーション

お知らせナビ

カレンダー・目次

広告

つ ぶ や き

広報担当者の

SR　大慌てで変えたスタッドレ
スタイヤ。あれから 2 週間。今
日はちょっと暖かいな、なんて
思う日も何日かあったりして…。
雪が積もってほしいわけではな
いのですが「あんなに慌てさせ
といて！」と天気に八つ当たり。
ちょっと疲れているだけです。

TK　先日、髪を切り気分も新た
に 12 月を迎えられそうです。た
だ、経験上この時期に髪を切る
とどうも頭が寒く感じて風邪を
引きがちです。そのため最近は
寝る時に布団を頭まで被って寝
るようにしています。残り 1 か
月、若干の寝苦しさと戦いなが
ら健康に新年を迎えたいです。

YR　先日広報せんぼくについて
ご意見のお葉書をいただきまし
た。改めて広報担当者ほか課内
で確認し、表現、表記の方法に
気を付けていかなければと担当
者で話し合いました。これから
も皆さんに読みやすく、親しん
でもらえる広報をお届けできる
ように務めます。よろしくお願
いします。
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